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慶長二年に宇喜多秀家によって創建された岡山城は、四重六層の

天守閣をもつ近世城郭で、関ヶ原の合戦により城主は宇喜多秀家か

ら小早川秀秋にかわり、小早川氏以後は池田氏が在城して明治維新

をむかえます。その間、備前岡山藩の中心として整備がなされ、ま

た、現在の岡山市街の礎となった城下町が形成されました。

現在の岡山県庁は岡山城本丸の南側に旭川に面して所在していま

すが、この場所は岡山城の二の丸にあたり、かつては南側の防御の

ための櫓や門か設けられ、重臣たちの屋敷が建ち並んでいました。

このたび、県庁東側駐車場部分へ庁舎が増築されることになった

ため、岡山県教育委員会では工事に先立って平成元年 7月から確認

調査を実施し、 12月から発掘調査を実施しました。

調査の結果、下部では文禄年間の築城作業に伴う鍛冶遺構、新し

くは幕末の家老屋敷の遺構まで、安土桃山時代から江戸時代末にお

よぶ各時期の遺構を検出し、岡山城城郭の変遷の一端をはじめて明

らかにすることができました。

この報告書か、近世城郭の調査研究あるいは市街地再開発に際し

ての文化財の保護保存を進めるうえでの一助になれば幸いと存じま

す。

発掘調査の実施、報告書の作成にあたって岡山県総務部管財課や

岡山県文化財保護審議会委員をはじめとする関係各位から、多大な

御協力と御指導をいただきました。ここに厚くお礼申し上げます。

平成 3年 3月

岡山県教育委貝会

教育長 竹内康夫
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1. 本報告書は、岡山県庁舎増築に伴い、県総務部の分任を受けて

岡山県教育委員会が1990年度事業として発掘調査を実施した、岡

山城二の丸跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査の期間は、確認調査か1989年 7月26-27日・同年 9月

11-14日・同年10月1日、本調査が1989年12月18日-1990年 1月

20日で、調査面積は1,592面である。

3 . 発掘調査の実施にあたっては、岡山県文化財保護審議会委員水

内昂康氏をはじめ、多くの方々から有益なご指導とご助言をいた

だいた。記して感謝の意を表す。

4. 発掘調杏は、岡山県教育庁文化課伊藤晃、岡山県古代吉備文化

財センター河本清• 柳瀬昭彦・椿真治• 宇垣匡雅か担当し、文化

課加原耕作から教示を受けた。

5. 報告書の作成にあたっては、確認調査以降の1989-90年度に岡

山県古代吉備文化財センタ において遺構図面および遺物の整理

作業を実施し、実測図の浄写および遺物の写真撮影はおもに柳瀬

と宇垣が担った。

6 . 本文の執筆には、河本・伊藤・ 柳瀬・ 宇垣が分担してあたり、

目次に示すとおりである。

7. 出士遺物のうち、陶磁器については佐賀県立九州陶磁文化館大

橋康二氏、鍛冶滓の分析については新日本製鉄中央研究本部八幡

技術研究部大澤正己氏に教授を受けた。また、大澤氏には報告文

を頂戴し、付載として本報告書に掲載した。記して深謝の意を表

す。

8 . 本書の編集• 構成は柳瀬と宇垣があたり、総編集は河本が担っ

t~ 
'--0 

9 • 出士遺物ならびに図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財セン

ターに保管している。

＜題字は岡山県古代吉備文化財センター所長長瀬日出明＞
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第 1章 岡山城の築造と発掘調在地

1570年りじ亀Jじ）宇存多直家は、‘り時、 t利氏旗 lヽーの備中勢と結んで、謀叛の噂のあった岡

山城jー：金光宗高を策略をもって滅ぱし、戸川平11衛門、馬場t介を城番とした（その頃の岡 111

城は、現んの岡山城西にあたる石llJーもとの池IH家t.ll.l制のあった,-iJj-ーが本城でありイiIllの城と

も呼ばれていに そして、 1573年 (k1E几）秋、 i肖家はい肛郡にあった沼城からこの岡山城

に移り、岡山城として本格的な改築に杓手し、近世城郭としての原刑をつくったといわれる

直家の頃のI尚111は r岡山、石llJ、K満＼神）山三峰そばたち、南は海にのぞみ、東西は広野也，

北にわずかの用民有て (:I¥ゎ村也）朝夕の坪たつばかり也 ・・・ 此時まで定まれる町数もなく、

所々に五軒、 卜軒の家牝でIIを極（決め）て市を立てり，西の市の町、下にこ H市、七 II市、

トに四 LIrli"などいへり ，大炊殿の市といふは今の川崎町のホ也」（「和気糾』）と記されているよ

うに、多分に 中柑的な市場比落を核とした比治が点介していた楳 fがうかがえる 直家はこう

した某落を城 F町として整備するために、邑久郡福岡村から索商を呼ぶなどして町づくりに析

fし よた、城下町発展のため城の北方を東西に抜けていた西同往来を. I::. 道郡宍甘山の南端

から西南に通じ 城下を通って西のガ成村の峠を越えて辛川村へ出るよう整備するなど城下町

の経営につとめたが、 1581年（火正 9I 2月に病死した。直家の遺領を相続した嫡 f秀家は、

1590年（天1El8)、これまで1ii lJを中心に槃造されていた岡山城は狭隣でしかも構造も 1叶十分な

写真 I 岡山城天守閣

天守閣の石炉は

秀家の築造とい

われている



第 1章 岡山城の槃造と発堀調査地

ことが多くあったことから、その縄張りを大幅に改変して、城郭の増築を図るとともに城下町

の造営も推進した。秀家は、工事にあたっては秀吉の指示を仰いで本丸を石山から東方の岡山

（現在地）に移し、南に大手を構える縄張りとした。そして、城普請には、家臣の角南隼人を

総奉行とし、秀家の正室豪姫の付人として加賀前田家からきた、中村次郎兵衛を普請奉行とし

てその任に当たらせた。ことに中村次郎兵衛は築城術にすぐれた才能を有していたといわれ、

信長の居城であった安土城の築城にも関係したといわれている。工事は1592年（文禄元）と 1597

年（慶長 2) の朝鮮出兵で遅延したか、前後七年を用して慶長 2年に三重六階の天守閣を竣工

したといわれる。秀家はまた、旭川の河道の付け替えも行っている。すなわち、従来城北の中

島、竹田村の間から東南にそそぎ、河原、浜村の東をめぐって瓶井山麓に達し、大き〈西に廻

って、南に流路をとっていた川筋を、城郭の防備のために竹田村から南へ付け替ぇ、その一流

を城郭の北から東をめぐらせて現在のように南流させた。秀家は城下町の建設にあたっては、

本丸を中心に二の丸曲輪、（現在の丸の内、内山下一帯）に家老や重臣などの屋敷を置き、領国

各地に分散していた家臣の城下集住をすすめ、兵農分離の1散底を図ったといわれる。また、秀

家は旭川を越える西国往来に京橋、中橋、小橋をかけて城下の発展をはかったり、商I業者も

領内各地から集め、それぞれ町造りに参画させた。それらの中で西大寺町、片上町は出身地の

地名を町名としたものであり、瓦町、磨屋町などは職業名を町名としたものとして現在まで遺

存しているものもある。以下、宇喜多時代につくられたとみられる主な町は次のとおりである。

西国往来筋に立地したものとして、森下町、古京町、上片上町、小橋町、束中島町、西中島町、

橋本町、川崎町、西大寺町、紙屋町、栄町、下ノ町、中ノ町、上ノ町などがあり、さらに職人

町として、児島町、久山町、常盤町、大工町、磨屋町が外郭に散在していたようである。また、

秀家は天瀬を新たに侍屋敷として指定するとか、旭川の東地域の発展を指示するなど城下町の

振興につとめるとともに侍屋敷と町家とを地域的にも区分し、近世城郭都市としての基本をつ

くったといえる。

1600年（慶長 5)関ヶ原の合戦で宇喜多氏は滅亡する。代わって筑前名島城主小早川秀秋が

備前、美作二国五ーガ石を封ぜられ、翌年春岡山に入城する。秀秋は将軍下知として領内の城

塁のうち金川（御津町）、常山（玉野市・灘崎町）、虎倉（御津町）の三城のみを残し、ことご

と〈破却したという。その際、とりつぶした沼城（岡山市）、富山城（岡山市）の櫓•桜門を岡

山城に移し、修築に使用したという。また、城郭の西方の今の柳川筋に長さ15町余りの外濠を

掘り、土塁を築き、五カ所に門を設けて（北に伊勢宮口門、西に山崎町門、常盤町門、大雲寺

町門、南に紺屋町門）、これを郭内、郭外の通路とした。この外堀工事にあたって秀秋は工事を

急ぎ領内の人夫はことごとく動貝し、家中の者まで募って二十日間で竣工させたので「二十日

堀」ともいわれた。しかし、秀秋は在城饉か二年で急死した。 1603年（慶長 8)、播州姫路城主
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第 1章 岡山城の築造と発堀調査地

池田輝政の次男忠継が備前国に封ぜられたが、幼少 (5オ）のため兄利隆か岡山城に入り藩政

を代行した。そして、尚山在城中に二の丸（西丸）帯曲輪を築いたといわれる。現在の内山下

小学校の敷地にあたる所に、西丸西手櫓は現存する。しかし、 1613年（慶長18) 1月、池田輝

政の死亡のため利隆は姫路城に帰城し、忠継か岡山に入ったが1615年（元和元）病死した。こ

のため忠継の弟忠雄が淡路国より備前国に封じられる。池田忠雄は大手門の改修を行い、隅櫓

として本丸中段の西北隅に現存する月見櫓をつくったといわれる。また、旭川河口の右岸の干

拓をすすめ、この潅漑用水確保のために西JIIを開削し、外堀としての役割をもたせたといわれ

る。

1632年（寛永 9)、池田忠雄は江戸の藩邸において病死した。このため嫡子光仲が遺領を継い

だか、光仲は幼少（三オ）であったためと、岡山城は西国往来筋では軍事上要衝の地であると

いうことで、鳥取城主池田光政と匡替えされて同年 8月光政は岡山城に人り、備前と備中の一

部を含む三十一万五千石を領有することとなる。以後、光政の系譜か岡山城を継承し、明治を

迎える。光政以降は、幕府の厳しい統制もあって城郭の大規模な改築はなされていない。

当該調査地は、 1853年（文久 3) の岡山城の絵図によると岡山城二の丸曲輪にあって、伊木

長門守の上屋敷となっている。『岡山城史』によると伊木長門は備前藩第一家老（三万三千石）

で、知行所が邑久郡虫明にあったのでこの地を虫明屋敷と通称していた。小早川秀秋の頃は家

老稲葉内匠頭の屋敷であったといわれている。また、調査区の南側から県庁舎東側の一部のあ

たりは、重臣池田主税（五千石）の屋敷があったといわれている。そして、屋敷は北側の外下

馬橋（現在の丸の内中学校東側の石垣はその一部）からくる内堀の東端にあたり、東は旭JIIで、

西南は内堀で画されていたので、隅陸敷とよばれていたといわれる。今回の調査においても駐

車場の北西部で内堀石垣の東側の裏ごめ (T-8) を確認しているので、当調査区は文久の絵

図と符合する伊木長門守の上屋敷と池田主税の屋敷の一部と考えられる。

本文を執箪するにあたり加原耕作氏から有益なご教示を受けた。記して感謝の意を表す。

参考文献

1. 木畑道夫編 『岡山城誌』「新編吉備叢書」 歴史団書社 1976年

2 . 岡山城史編纂委貝会編『岡山城史』山陽新聞社 1983年

3 . 正富安治 「岡山城下町絵図」『日本城下町箱図集』中国・四国編 昭和札文社 1984年

4 . 岡山県史編纂至 『岡山県史』近世 I. 山陽新聞社 1984年

5 . 人見彰彦 「城と城下町の建設」『図説 岡山県の歴史』 河出書房新社 1990年
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表 1 岡山城関係略年表

和歴 I西暦 主な事項

18 1590 

19 1591 

文禄 1 1592 

2 1593 

3 1594 

慶長 2 1597 

5 1600 

大 永 - 1521 金光備前、岡山（石山）に在城、金）IIの松田氏に属す。養了与次郎宗高、引

永禄 -69 引き続き在城。

元亀 1 1570 宇喜多直家、金光与次郎を減ぼし石山の城を収む。戸川平衛門・馬場重介を

城番とし石山の城を修築させる。

後の榎の馬場（丸の内中学校校庭付近）に所在していた蓮昌寺を森下に移す。

天正 1 1573 この年秋、直家上道郡沼城より石山の城に移り、城下町の経営に着手。

9 1581 2月14日直家石山の城に病没。

10 1582 1月9日直家の死を発表、次男八郎は織田信長に属し、直家の遺領を相続す

る。 4月4日羽柴秀吉石山の城に入り、備中高松城攻略の作戦を練る。

6月4日高松城水攻め終局。

八郎は秀吉の養子となり秀家と称する。

3月、秀家小田原征伐に従軍する。帰陣の後、城郭の拡張を計画する。

秀吉の意見に従い城の拡張工事に着手する。本丸を石山の東方の低い丘に移

し、近世城下町の経営を進める。

4月、秀家征明元帥となり朝鮮に渡海。

12月、秀家朝鮮より帰る。

5月、秀家権中納言に任ずる。

2月第 2次征明役始まる。 8月秀家監軍となり再び朝鮮に渡洵。この年岡山

城天守閣竣工。城下町の大綱定まる。

8月、秀家大阪方の元帥となり、兵四万を率いて伏見城を攻めて陥落させ

る。 9月15日関ヶ原に戦う。小早川秀秋の裏切りにより大阪方は敗れ、秀家

は九州にのがれて島津氏に拠る。関ヶ原戦後小早川秀秋は備前・美作二国五

十万石に封ぜられる。 10月秀秋の老臣平岡石見守岡山に来り、戸川肥後守、

浮田左京亮と会見、岡山城を受取る。

6 I 1601 I小早川秀秋、築前名島より岡山城に移る。城を修築し、外濠を掘る。

領内の小城を廃棄し、沼城や富山城の櫓• 城門若干を岡山城に移す。

二の丸には稲葉内匠頭が居住。

7 1602 10月18日小早川秀秋急死。

8 1603 池田輝政五男忠継、備前に封ぜられたが幼少のため兄利隆が岡山城に入り国

政を代行。

この年西帯曲輪を築く。

18 I 1613 I 1月、姫路城主池田輝政死去。嗣子利隆姫路に帰って相続する。忠継岡山城

に入る。

19 I 1614 I 10月、大阪冬の陣に忠継出陣、 12月に岡山に帰る。
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元和 11161s I 2月忠継死去。弟忠雄、淡路から移って封を継ぐ。

この年大手門ほか城郭を修理する。

岡山城月見櫓、元和・ 寛永の間に忠雄が築造。

二の丸には老臣荒尾氏か本邸を構える。

寛永 9 16321 4月 3日、池田忠雄江戸の藩邸において死去。嫡子光仲嗣ぐ。

6月、池田光政烏取より岡山へ転封。

11 1634 1月11日岡山城本丸の本段に火災。天守閣は火災を免れる。

12 1636 本丸本段の火災跡を修復。

承応 3 1654 7月19日、旭川洪水、岡山城の内外に多くの被害発生。

明暦 3 1656 閏 4月、承応の洪水で埋没した城の濠を浚渫する。

寛文 9 1669 百間川を開穿して岡山城下の水害を防ぐ。

12 1672 6月11日光政引退、綱政相続する。

延宝 1 1673 5月13日備前洪水、城内外の被害甚大。 7月18日、再び大洪水、被害甚大。

7 1679 7月10日、備前大風雨。

貞享 3 1686 城主綱政、後園（後楽園）計画に済手。

元禄 2 1689 後園第 1期工事終わる。

慶応 3 1867 10月14日、将軍徳川慶喜大政奉還。

明治18 1885 外濠、内濠等の埋め立てをおこなう （大正 6年まで）。

昭和20 1945 6月29日、岡山市はアメリカ空軍の空襲を受け、岡山城天守閣も焼失。

昭和41 19.66 岡山城天守閣再建。

平成元 1989 県庁舎増築工事に伴い発掘調査。

巖津政右衛門「岡山城略年表」『岡山城史』 1983年から （一部改変）

-b 
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第 2章調査の経緯

第 2章調査の経緯

第 1節調査に至る経過と調査体制

(1) 協議の過程

平成元年 2月 1日、県は現在の庁舎が手狭になってきたため、増築の計画をまとめ、記者発

表を行った。その内容は、中庭および駐車場として使用している現庁舎束側部分に現庁舎と同

じ9階建ての建物を48m延長・増築し、その北側には地下一階、地上 3階の建物を設けて 3階を

迎賓館、それ以下を立体駐車場として使用するという設計であり、平成元年度に実施設計、エ

事培工を行い、平成二年度中に完成させるというものであった。

こののち、教育委員会文化課は事業の担当課である管財課に以下の説明を行い、今後協議を

進めることとした。

• この場所が岡山城二の丸の一角にあたり、幕末の絵図等によれば池田氏重臣の侍屋敷となっ

ていること。

• 岡山城天守閣を中心にして現在の内堀より内側は、昭和62年 5月に国の史跡に指定されてお

り、その外郭部分にあたること。

• 明治以降の岡山商業学校や岡山市公会堂などの建設によって壊されている部分もあると思わ

れるが、確認調査を実施する必要があること。

• その結果によっては発掘調査も必要となる可能性があること。

4月以降、早急に確認調査を実施し、遺構等の残存状況を把握すべく準備を進めたが、駐車

場は少なくとも 7月いっぱいまで使用する必要があり、中庭部分も樹木の移植を待たなければ

ならないなどの理由により、早い時期に調査に済手することは困難であった。

(2) 確認調査とその後の経過

中庭部分の樹木移転の後、この部分において第 1次の確認調査を実施した。調査の期間は 7

月26・27日である。長さ約 5mのトレンチ 3本を設定して調企を行った結果、厚さ約80cmの近世

の堆積・造成層の下に若干の陶磁器、瓦片を含む褐色上が存在し、その下が砂層になることが

判明した。遺物の出上贔が少なく、また、遺構等も明瞭に認められなかったことから、遺跡の

残存状況はあまり良くないのではないかと考えられた。

8
 



調査前の状況

確認調査トレンチ

発掘調査状況

写真 2 発掘調在の経過

第 2fj 調令の経緯

駐車場部分の確品溝介は、 9月llFIか

ら141::1までの 411 nu、 5ヶ所にトレンチ

を設定して実施した（第 2次確認調在）。

その結果、駐車場北側の三分(T) • 近くは、

かつてこの位沼に {J:{tしていた岡山市公

会党の建設によってはとんど破収されて

いたが、その南側には江戸時代以降のrv:

い堆桔肘が広がっていることが明らかに

なJ た 駐卓場造成tの下には、戦災に

よる焼 t 近代と推定される堆積、さら

に、江)i時代と考えられる堆栢があり、

それ以 Fは砂層となる 汀戸時代と推定

されるIMの中には、 2-3 IMのマサJ:や

11-い洪水砂層が認められ、また、相当贔

の遺物を含んでいることが確認できた

この確認調査の結果、全面発掘調査の

尖施が必要であることか明らかになり、

その実施について文化財センターおよび

文化課と管財課、のちには施I業者を加

えて協議を用ねた しかし r~'f.- r栢程や

L事計画と発掘調介期間の調炉を計るこ

とは容易ではなく、 卜分な調介期間を設

定することは困難であった また、 T'f,-

側から L'f.U呈上、調杏に先行してT_'j';

域周緑への鋼矢板の打ち込みと建物基礎

杭の設閾を行いたいとの要望も出された

杭の設面については、大LI径の掘削を伴

う部分は遺構の破壊が大きいので、その

うちの 5ケ所について、 10月 1IIに調令

をlrJたl第 3次調ftl 当初、杭の設置、鋼矢板の打ち込みが終 rする11月未から本調杏に析

fする予定であ，たが、それらのT市が計画よりも時間を要し 杭の設置や銅矢板の打ち込み

が終 fし、さらに射:If-場造成tの除去が完 r するのは I~ 月中旬となった そのため、 「．事工柑

，
 



第 2屯調査の経緯

から割り出された発掘謂奇期間は、より圧縮され、実質ーケ月の期間内で調介を行わざるをえ

な〈なり、文化財センタ一次Ii:、文化課課K補佐を含む -l-;)名で調介にあたることとな た

発掘調令は和戎元年12月18llに希 fし、翌 1月20Hに終 fした以卜の状況にあ って. 1; t--

分な点か多々あることも否めないが、限られた期間と体制のなかで最大限の努力をはらい、詳

細な調査を行ったつもりである また、協議と調1tの過r:では行財諜、施ーr.-r.行から多くの協

カ・助}]を得た，

(3) 調在体制

岡山県教有庁文化諜

諜 長 ，片尾啓介 111l30flまでl

鬼澤1-t11、 (12月1fl以降 I

諜l<代珂 河野衛

課lと補佐 伊藤~ 晃（調?i:1B判

一七介 藤川it-

岡山県古代古備文化財センター

所 長 1~ 瀬 H出明

次 ii 河本泊（調代担,1,,)

総務課長 竹原成1,i 

課長補佐 藤本1;1tJt 

謀L~補佐 柳瀬昭彦（調ff.担‘釦

_F_ 任 岡田祥,.;J

｝ー・ 任 ・r-松m;男

文化財保μ伶主ボ , j-: 垣l-t:雅（調代担.,,

j: ボ 椿真治（閣介担当）

lU 



第 2-f,t 調代の経緯

第 2節 調在の経過

(1) 発掘調査

発掘調在は平成几年12月188に杓手し、翌 2年1月20flに終 flた。

l・ー事の進行も勘案し、調杏区は11:1駐卓場敷地中央付近を境に南北 2つに区分して調査するこ

ととし、まず北[><:から発掘調査に杓手した。北区の調在は12月未で終rし 1月に南区の調介

をおこなった。掘り Fげには重機を多用し包含肘写については人力によった。なお、 I—:~ 範

囲である In駐中場の北端にはかつて地下室を持つ公会堂が所在しており、確認麒I1f: の結果、そ

の部分については既に掘削を受けていることがドl明していた。そのため、その部分については

晶介ビから除外することとしていたが、造I戎士を除去した結果、その範囲がかなり広いことが

内堀~ 百~戸け

県庁舎

ノ

2 

｀ 
＋＋  

亀
十 ／一

図3 調査区位置 (1/1,000) 
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第 2~ 調介の経緯

I 
5.0m 

ー マサ土 砂

コ

図4

I. アスファルト 22. マサ土
2. 砂 ・礫（駐車場造成土） 23. 砂礫層
3. 褐色土 24. II 
4. 灰褐色粘質土 25. 灰色粘質土
5. " 26. マサ土
6. 灰色粘質土 27. 灰色粘質土（マサ含）
7. II 28. 砂礫層
8. " (細砂含） 29. マサ土

上部層 • 9 マサ土（花岡岩風化土） 30. 砂層
10. 砂層 31. マサ土
II. 灰色粘質土 32. 白褐色粘質土
12. II 33. 明灰色粘質土

中部層 13. マサ土 34. 砂層
14. 灰色粘質土（砂多含） 35. 灰褐色粘質土
15. 砂層 36. 黒灰色粘質土（炭含）
16. 灰横色粘質土（マサ含） 37. 明灰色砂質土

下部層 • 17 砂質土 38. 灰色粘質土
18. II 39. 黒灰色粘質土（炭含）
19. 灰色粘土 40. 灰色砂質土
20. 砂層 41. 白灰色粘土

最下層 21. 灰色土 42. 暗灰色粘質土

43. 砂層• 砂礫層

基本土層断面 (1/25) 

写真3 Jt. 本土屑断面（東から）

明らかになったため、 Ill駐中楊北緑部は

調査lメ~から除外した n

(2) 屑 序

確認調査の結果、江戸期に形成された

J•/い堆柘肘がひろがっていることは判明

してしヽたが、地点により層の状況にかな

りのばらつきがあリ、 1-分に消構面を品．

定できなか＇たため、 13層、 22層の 2枚

のマサ上層を目安に、 13層よりも 1-_を」・_

部層、 nrwから20層までを中部層、それ

以下を下部IM と区分し、順次掘り卜•げを

おこなった ，さらに、基盤屑l前］において鍛冶炉およびそれを柑う包含層を検出したため、こ

れを最下肘とした、

上部屑の上面よりも上は lm近い造成土がある C このうち l、 2層は県庁駐車場に伴うもの

で、 3層は近代の包含層である 図 4にぷしたH:状図においては品められないが、 トレンチに

よっては 3層の上に空襲時の火災によブて形成されたと考えられる厚い焼士IMが認められる

12 



第 2章調査の経緯

さて、甚本層序として提示した柱状図は調査区北側中央付近の上層であるが、層の形成状況

を最もよく知ることができる。それによれば上・中・下それぞれの層は大部分が細かい造成面

の集合体であり、図左側に示すように主な造成面、生活面だけで 9面を数えることができる。

それぞれの面の上には腐植士と考えられる黒色土や炭、灰等の薄層が見られることが多く、場

合によっては薄い砂層に覆われていることもある。砂層では20層が特に厚く、また、調企区全

域で認められ、大規模な洪水によって形成されたものと考えられる。造成面には全般にマサ士

の薄い層か伴うことが多いが、下部層下部の造成面ではマサ士は認められない。

基盤層の上部は砂層であるが、徐々に砂と円礫の互層となり、海抜 1.6m付近からは砂混じ

りの円礫層となる。こうした基盤層の状況からみて、現在の川筋は岡山城築城の際に現在の位

調査区東部

5.0m 

4.0m 

3.0m 

調査区東部
1 アスファル 卜

2. 灰椙色土

3. 褐色砂質土
4. 淡黄色砂層

5. マサ土

6. 暗福色砂質土

7. 暗褐色粘質土

8. // 
9. 淡褐色砂質土

10. 赤禍色粘士
11. 砂層

12. 暗赤色粘質土

13. 炭層

上部層

中部層

下部唇

最下層

14. 椙黒色粘質土

15. マサ土

16. 喝色粘質土

17. 禍色砂層

18. 暗捲色粘質土

19. 焼土

20. 赤福色粘質土

21. 椙色粘質土

22. 褐色砂層

23. 白矯色砂礫層

T -8 

一L 上部層
4.0m 

中部層
~t.l:, 沿T王匹舷；ふ盗，.::c:'.:ばぶ芯J ↓ 

ーロ／ー：こ 3.0m 

調査区南部

I ． アスファルト

2. 砕石

3. 礫•砂層（造成土）
4. 暗褐色粘質土

（焼土多量に含む）

5. 暗福色粘質土

6. 暗黄禄色砂質土

7. 椙黒色粘質土

8. II 

（漆喰片含む）

9. 炭層

!O. マサ士

11. 暗福色砂質士

2.0m 

12. 砂層

13. マサ土

14. 暗椙色粘質土

15. 暗橋色粘性砂質土

16. 黒福色粘性砂質土

17. 灰色砂層

18. 椙色砂層

図5 調査区内の土層断面 (1/40) 
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T-8 
I. アスファルト

2. 暗矯色砂層

3. 掲色砂層

4. 赤福色砂層

5. 明褐色粘質土

6. 褐色粘質土

（内堀裏込め）

7. 暗青灰色粘士



第 2章調査の経緯

置に付け換えられたと伝えられている

が、付け替えがあったとしても、それ

は本丸の北方付近を開掘して分流を統

合するような工事であって、この地区

は以前から川に面していたと考えられ

る。図 6には近世以前の遺物を示して

おり、 1が弥生時代中期、 2が弥生時

代後期、 3、 5が奈良、平安期の須恵

器、 4が中世の青磁碗である。このう

ち3が基盤層上面から、 1が基盤層上

部から出土している。 3や 4はかなり

転摩を受けているいるが、 1はほとんど摩滅していない。おそらく、岡山城本丸の所在する丘

陵の南側に微高地が形成されてその部分に弥生時代以降集落が営まれていると考えられ、調査
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図6 近世以前の遺物 (1/40) 

区はその縁辺にあたると推定される。

(3) 調査の経過

調査の当初、北区の束部分で建物 2を検出し、さらにそれよりもやや高いレベルで石組みの

溝（溝 1) を検出した。溝 1は調査区の北端で屈曲して西にのび、さらに北側にむかって再度

の屈曲を示しており、幕末期の絵図に示された溝である可能性か考えられ、それは南区の掘り

下げによって確実になった。また、上部層上面においては溝 1以外に南西部で建物 lを検出し、

下部で検出した石組みの井戸（井戸 1) も、これらと同時期の遺構であると判断できた。

上部層下部においては調査当初に検出した建物 2のほかに石敷きの通路状の遺構を検出し、

中部層においては、建物 2棟、石囲い遺構 2基、溝 2条などを検出した。また、井戸 2以外は

この面では検出できなかったが、井戸 3などもこの時期のものと判断している。

下部層においてはかなりの量の遺物が出土したが、調査区北東部において検出した集石遺構

以外には特に遺構は検出できなかった。一方、甚盤層上面に形成された最下層においてもかな

りの量の陶磁器や銅銭が出土し、北区の南端において鉄滓がはいった小土墟を検出した。南区

側に鍛冶関係の遺構が存在することが予想されたが、調査の結果、 4基の鍛冶遺構を検出でき、

岡山城築城の際の遺構であると判断されるに至った。また、鍛冶炉のほかに最下面においては

多数の柱穴を検出したが、建物としてまとまるものは存在しなかった。

なお、内堀については、確認調査のT-8で石垣の裏込め円礫を検出したが、現庁舎の建設

の際に掘削されているため遣存部分はごくわずかで、それ以上の調壺は行えなかった。

14 



第 3章調査の概要

第 3章調杏の概要

第1節幕未期 (IV期）の遺構・遺物

上層上面において検出した遺構は溝 l、石列 l、 2、建物 l、井戸 1である。後述のように

いずれも幕末期を中心とする時期に位遣付けられ、伊木長門、池田栄太郎の屋敷の遺構と判断

できる。

＋ 2 

ー

mm 

＋ ー

図7 幕末期の遺構配置 (1/400) 
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第 3章調杏の概要

(1) 溝

溝 1

調査区の南端から北西端まで貫通して延ぴ、その間で 4回の屈曲を示す石組みの溝である。

北西端の屈曲部のみ湾曲して方向を転じているが、それ以外の部分ではいずれも直角の折れを

示している。

いま溝］を直線部ごとに南から順に A、B、C、Dと呼べば、溝軸線で計測した場合A部か

17.8m、B部が9.15m、C部が19.75m、D部が6.3mであり、・ 直線部分の全長がわかった B部、

C部、 D部は、それぞれ 5問、 11問、 3問半に設計されている可能性がある。また、 C部では

西にのびる枝溝が設けられているが、この枝溝も C部に対して直角をなし、 D部と平行してお

り、 D部との距離は16.2m、9間となっている。

それぞれの部分か90° に屈曲しているため、 A、Cの方向は同ーであり、磁北に対して東に

18° 振っている。また、溝底は南端と北端で20cmの比高差があり、北流して最終的に内堀に流

入するようである。。

溝の幅は底面でほぼ40cmを測り、最も広くなる B部で42cm、A部の狭くなる部分でも36cm

と誤差はかなり小さいようである。底面はD部西端から枝溝の東端部までの間には石が敷かれ

ているか、それよりも南側およびD部西端よりも北側では認められず、溝で囲まれた北西の区

画に対応する部分のみ溝底に石が敷かれていた可能性か強い。敷石は基本的に花岡岩等の板状

の角礫であるが、 D部から C部の北端にかけての部分では豊島石を切り石がかなり認められる。

ここに用いられている豊島石の切り石は厚さはいずれも 4cm前後であるがその平面形は整っ

ておらず、なんらかの大形の切り石製品が破損したものを転用しているようである。

板状の壁面をなす石材は花岡岩の角礫であり加工された石材は認められない。石材はかなり

抜き取られており、両壁とも遺存している部分は少ないが、保存状態の良好な部分で深さ54cm

を測る。壁面の構築手法ははぽ共通しており、敷石をもつ場合、まず石を敷ぎ、その後に壁石

を積んでいる。壁石は下段には小口幅20cm程度の小さい石を配し、その上に幅30-50cmの大形

の石材を置いている。石の配し方には特に規則性はないが、下段の石は小口を溝内に向けるも

のが多い。

また、掘り方の幅はややばらつきがあり、広い部分で2.6m、狭い部分で1.4mを測る。埋め

土内には裏込めの角礫がかなり入っている。

この溝 lのC部の南側部分には西からのびる枝溝が接続している。枝溝のうち溝 1側の 2.8

mは石組みの溝であるが、それよりも西側は豊島石の石樋をつないだものになる。勾配はゆる

やかで、石樋底で東側が 3cm下降している。石樋は幅32cm、厚さ21cmの方柱状の石材の上面

をU字形に掘りくはめ、両端に柄を作り出したものである（写真 9)。長さはばらつきがあり、
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第 3章調査の概要
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I. 明塙色粘質土

（瓦片多）

2. 明喝色粘質土

3. 褐色性砂土
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4m 口図8 溝 1 (北半）平•断面 (1 / 100• 1 / 50) 
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第 3章調査の概要
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図9 溝 1 (南半）、建物 1 平•断面 (1 /100) 
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第 3章調査の概要
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一
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図10 石列 1 、石列 2 平• 断面 (1/ 100• 1 /50) 

東端のものが57cm、それ以外のものは106-86cmを測る。

溝内からは大量の陶磁器、瓦、貝類などの遺物が出士した。出土の状況からみて、この屋敷

地の廃絶の際に溝内に投棄されたものと考えられる。

(2)石列

石列 1・2

溝 lA部の東側で東西にのびる 2 本の石列を検出した。北側の石列 l が残存長8~6m、石列 2

が5.7mを測る。ともに西側が削平されているため、溝 lとの接続状況は明らかでない。いずれ

も浅い掘り方の北側に石列を設けたもので、南側に面をそろえている。 2本の石列は完全に平

行ではなく、石列 lが溝 1と直角をなすのに対し、石列 2はわずかに鋭角をなして溝 1と交わ

るようである。また、南側の石列 2のはうがわずかに低い位置にある。これらのことからみて、

この二つの石列は両者で一体の施設をなすのではなく、当初一方の石列が作られ、若干の時期

差をもってもう一方の石列に作り直されたものと考えられる。そして、石列の南側に石の面を

そろえていることからすれば北側の屋敷地が若干高かった可能性がある。

なお、石列の南側には特に溝等の施設は認められなかったが、石列 1の延長線が溝 lと交差

する部分に、動いた状態ではあるが、枝溝に用いられているものと同様な石樋が存在している
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第 3P,i. 潟介の概要

写真 4 幕末期の遺構（西から）

写真 6溝 l中部B

（南東から）
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第 3章溝在の概要

写真 8 11列 l、石列 2 (東から）

写真 7 溝 1枝溝（東から）

写真 9 溝 l枝溝使用石樋

ことからみて、掘り方と朽えている部分付近になんらかの排水溝が設けられていた可能性が朽

えられる この石列の機能については、後述のように幕末の絵図にホされている届敷の区画施

設と考えられ、石列 1・2、溝 1B・C・Dの北東側が伊木長門屋敷、南西側が池田栄太郎圧

敷になると判断できる。

(3)建物

建物 1

溝 IA部、 B部に囲まれた調在区南西の区画において、溝 1と同じ軸線をもち、直交すると

推定できる 2本の石列を検出した。長さ40cm程度の角礫をならべたものであり、東側のもので

残存長6.6m、北側のもので4.2mを測る。石材の配沼状況からみてこの二つの石列は一連の

もので、建物の北束側の葛石であると考えられる この石列の内側に地形がなされ、その上に

礎石が置かれていたものと思われる。
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第 3~ 調代の問要
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写真JU 溝 lおよぴ周辺部出 t陶器

(4) 溝 lおよび上部）r1 l-. 面の遺物

遣構面全域から多数の遺物が出土しており、特に溝］内からは大拭の掏磁器、瓦等が出＋．し

だおそらくこの梓敷地の廃絶の際に溝内に廃棄されたものと名えられる＾

陶磁器は伊Jj用焼、 I,桁It焼、瀬Ii-美i農窯陶磁器、関西系陶器、備前焼等からなる0'lf-真11-

1-3 などの江戸初期の製品、あるいは明の染付 7 など古い時期の遺物も小~::含んでいるが、

t体をなすのは1820年代から低木にかけての製品である

写真10-1-3は即t焼の碗、小1IIl、徳利で、 I が17恨紀初頭、 2 、 3か殷t~期のものであ

る 4、 5は森で関西系陶器、 6、 7は瀬ji. 笈i農窯の掬器である。

備前焼は小皿、 1習鉢が主体を占め、それ以外にサヤや甕の破/',・ を含んでいる，小IIIlには11.

12のように内面に返りをもち 3ヶ所を〈ぽませるものと、 13のように返りを持たないものが

あるが、いずれも灯明皿として用いられたものと思われる。1月鉢は1-1、15のように密な摺り H

を施し [I緑部外面には 3条の沈線を施すものかt体をなす，底部は高台を持つものと持たない

ものがある，_

万真11-1-19が伊万弔焼で、そのうち Iか17世紀後中、 2-7が18但紀代、 8が18世紀木

から19柑紀にかけての製品である。9-19が1820年代から経木にかけての製品で、 16はこの時
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第 3序調査の概要
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写真11 溝 lおよび周辺部出土磁器
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第 3章調在の概要
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第 31;-,: 潟介の概要

期の特依である端）か） II縁をもつ また、 9の大皿は肥前志IllI I J窯の製品の11f能性がある 2U 

-25は瀬戸・美i農窯の製品で、 20-2-1はl8L'.O年代から柾末期、 25はIJJJ治のものである

出 L磁器のうちには19世紀に流行した焼継と呼ばれる鉛ガラスによる接杓がなされた例がい

くつか認められ、図ホした箕料では 9、 12、22がこれにあたる

これら以外には焼き塩壺14がある、 1本部は肉r1-で、外而には中央には、 分家・ーイi衛門と記

された押印がある ＋．師質皿も少拭/1¥t-. しているが1渭化のill入の可能性が強い

(5) 井戸

写真12 井戸 1 (南東から、西から）

井戸 1

調在区の中央北寄り部分で検出した石組みの井

戸で、検/f-¥面からの深さ 3.8m、上面径70cmを測

る ， ~盤が砂層であるため掘り方は大きく 掘り

方の平面は隅丸方形で市北 4.9mを測る 1 石材は

花岡岩の割石でかなり面が整えられている 石

材は約15段柘まれており桔底部には板材か敷かれ

ていた

井箇内からは瓦および陶磁器の破片が出土して

いる陶磁器のうちぢ真13-4の伊万里焼は17世

紀後半であるが、 I、2は1820年代から幕末のも

のであり 溝 l等の遺物と同様の年代を示してい

る， 19は徳利の破片である

2
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写真13 井戸 l出土陶磁器
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第 3序 滉介の概要
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図13 井戸 1 平 •断面 (1 /50) 
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第 3~ 調介の概要

(6) 卜部附J:面の遣構について

l・.M 1-. 面で検出した溝 l、建物 l守のj直構は、出tした陶磁器からみて h・［木期に存在してい

たものと判断できる。この時期の岡山城祁の状況を知ることのできる fi:料として1863年 （文久

3 の城ド絵図かある 絵図によれば、 この丸の調介位置付近にはflt木長門、池田栄太郎の11{

敷地が小され、両者の保敷地の間には鍵形に 6回のI出曲をぷす溝や、それに面交する屋敷境が

描かれている 今厠検出した溝 lや石列 l、 2は、まさにそれに描かれた施設であると判断で

ぎ、石ダI]l、 2か伊木長門、池田栄太郎のft敷地境であり 消 lは調1i:[,<の南外側から始まり、

調介区の北外fffilでさらにもう 2柏lの/11抽Iをぷすと考えられる

この溝 lとj,i]じ）Ii間をホす届敷割りは、 1654年頃（明暦初）と推定される絵図において認め

られ、この地割りかすでにその時点で設けられ、江戸時代を通じて変化していないこと、複数

の怪骰地を合わせて池田栄太郎屋敷の敷地が形成されたことを品み取ることかできる

図14には 『岡山名所図会稿本』に描かれた紺木期の岡山城ごの丸をぷしている 外fl'.な門か

らその北側にかけての範囲が描かれており、ちょうど現県庁舎庄卜から北側を見おろした範囲

の福木期の恰娯である。絵のイi端に即IJJM敷ど記されているのがjJt木k門の｝唇敷である。糾介

範囲はこの絵の布 F外側にあたるため状況を窺うこどができないのが残念であるか、絵の右F

隅で届敷地のI出曲が始まっており、溝 lの延K部が記されている

一ヽ)l
 ．
 



第 3;ヽ:.' .1l介の概要

第 2節 江戸前期 (III期）の追構・追物

この項では. JJ; *'付lj-=(('44)の中部令I付と l冷じ卜:IM(20-9 IM) 中で検出された俎構と泣

構に伴う j{!物および各船I',I泣物をIll期として扱う 3

Ill期はJI:'i• 建物 ・イi組み・溝などがあるが、各泣構m,,:のl,iJILHib: などのI関係は把捉され

ていない ただ、建物 3をF全くグリッドU:'.¥Jo2付近の沿構は、けぶり 4ml前後のlfriで(i(1:してお

り、ほぼ1,;J時期とみられる。

／ 

石lll.み 2

~ 0 違物 4

井戸 3

せ窃 3

石組み

井戸 4

”̂
 

ぷ；、

石敷
ふ

U

髯2

胄3 ,.'(jc 

l"f, ~.... 井戸 2

0 IOm 

図15 江戸前期 (III期）の遺構配置 (1/400) 
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第 3章調介の概要

(1) :JI: ,_; 

井戸 2

調在区の束端に検出された{i積みの井戸であるつ検出時にすでに井筒の東上部に崩れが認め

られ、西北側の日部も後世に50cm前後削り取られていると思われる。井戸の掘り方は而径3.

35-3. 6mの不整円形を吊し、検出面から井節の根石 Fまでの深さは2.4mを測る 井筒の底は

さらに30cmはど深く、海抜高は85cmである ） t・ 節は上部で推定径約120cm、 F部で約90cmを

測る。石材は、長さ30-40

cmの横長の自然石が比較

＼
 

的多く使用されている。打

の積み方は、小口よりも横

口梢みが多く、裏込めはあ

まり顕著ではない。このJt-

戸の几盤になるt屑は、海

抜270cmまでは下部包含層

で、それ以 Fは砂利と砂の

互!tiの自然層となっている。

遺物は井戸の掘り方から

少量の瓦片 井筒底部から

3 Om 

2 Om 

゜

＼／  , ____ _ 
/―  

2m 
」

I. 灰提色粘質土

（青灰色塊含）

2. 茶椙色枯質土

（グリ石含）

3. 暗椙色砂

4. 暗灰色

（瓦と土器を多く含む）

図16 井戸 2 平 •断面 (1 /50) 
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第 3/;¥' 湛介の概要

写真11 JI:, ; 2 (rtiから）

写真15 1t-戸 2 断面

(lfiから）

写真16 Itい2 謂在風屎

r,Hから）

30 



~:l 序晶 fi:(TJ概要

比較的多くの陶磁器および I剃it'{!・.器I',・ lU',・ などの出卜をみてし、る

flll20-28は、灰I'l色～淡赤佑色の平緻な,-_師rtの,-_器である 底敷はいすれも l;IJリ離し時の

糸切りがととそのあとの板IH仄跡をI.tiめる r'、lf(riには煤の1且跡も，忍められ｀灯lりlllllどして使11--lさ

れている 皿29・碗30・31は1k津焼で、内rfriおよひ外血の11緑部近くに施釉されている また

29はそれにIJIIえ、 [I緑端部に鉄釉を統らせている 29は見込に 4 個の胎1~fIt且跡を残し、 31は

心j台に砂n痕跡を残す 29は艇長～尤fLI年間、 30・31は16110-1630年代（元和～寛永 l であろ

叉~o

~~ 

＼ ーし21 
(17-8) 

叉 ー6

~ 2 
(17-J) 

~ (17-7) 
~ プロ三

C,7-2) 一―:2,

▽
ー
＼ el~ 

3
 

30us ：
 

□□/  
図17 井戸 2出土遺物 (1/3) 
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第 3,;,: 溝介の概牧
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第 3序溝代の概要

う。大llll32は1630-1640年代の伊 Jj111. t克て、現イr部分では絵付はない 33の小鉢、 34の徳利底、

35の拙鉢はし、すれも伽jij焼である なお、 'jこ測図になし、'1flU8の 4は3 (30) とlriJ--1桔I休であ

る また、 5は16!II: 紀後中の瀬Ii j鋪i農焼の陶器碗、 6と7はl,ij 個休で1640-1660年代のfJt

h用の碗であろう 11は16fl!: 紀木-17世紀初の志野焼の鉢である

以 I:ーの政物からすれば、 17111:紀中頃から後半にこのJI:,iの廃絶かあったと息われる

井戸 3 • 井戸 4

井Ii3は調在区の西寄り、井Ii4は南寄りに検出された、イi組みを持たない Jt-)iである ど

ちらも最 lヽ―1汁近くになって検/1¥されたが、井Ji底のレ ベルからして、海抜邸 4m前後から切り

込まれたと判断される

JI:, i 3は、検出面で径約 3mの

円形を足し深さ約2.5m(底の海

—i~JO 
¥,、/

ヽ
ヽ

‘‘ 

•• 
’,＇ 

＇ 

ー
,

I
 ー

／
 

抜硲70cm)を測るが、湖在中に崩

壊したため詳細については北録で

ぎなかった たた、掘り方内に石

は品められず、よた基盤が砂利と

砂の互層のためぷ掘りとは朽えら

れず 木枠の井}-iであた可能性

か点jし、

。
2m 

I. 楳灰色粘質土

2. 淡椙灰色粘質土

3. 暗椙色灰砂質土

4. 褐色砂質土

5. 褐色砂質土（小礫含）

6. 褐色砂質土（円礫含）

7. 赤褐色粘質土

8. 淡褐色砂

9a. 円礫
， b- 砂• 円礫 （円礫多）

9c. 砂・円礫 （砂多）

10. 砂

図18 井戸 4 乎•断面 (1 /50) 

沿物は備前焼の大皿の小片のみ

で、井Iiの年代を止確に知る f•掛

かりとは成り得ない

Jt-i i 4は、径約2.6mの隅丸方

形に近い平面形を惜す掘り方をも

ち、底の深ミは海抜115cmである

断面には部分的に It-筒痕跡と思わ

れる掘り込みが観察されることか

ら木枠井戸とみてよい

滋物は、掘り方内の坪上から円

筒坦輪片を l片品めたのみで、井

戸 3と同様に年代の決め手に欠け

るか、地輪片の出土から近辺に占

培があ，た可能性を指摘できる
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第 3Z,: 逍ftの概要

I 2 I 建物

建物 2

渕介［メーーの東寄りのJt-,i 2に 部 ,fi:なって検:I¥された東西 -t1111、南北不明の礎イi建物である

想定される 5カ所の礎イiのうち 3. -t の 2 個を欠捐してし•るか ：｝は抜ぎ }jと打えられる 礎

ィi1と5は 2と比較して）＜ぶりであり、その東あるしヽは西にも礎イiかなし，ことから,,,,j行は建物

の角イiと判断される 礎イi列のrH・ 北側には該‘りする-fi,'tイiはよめられてし、なしヽが 後述する時

期J店のあまりなし W竹（昭火?J 状j直構との位:;r,'.関係からしヽえば、この建物は北に延ひていたと

息われる なお、 HII¥Iはちょうど 111¥1'I': にあたる

写真19 建物 2 ¥I肘から） 写真20 建物 3 (西から

Cr o-i. 3 4 ，，，ヽ5 ヽ
___,.,) 

270 270 540 

4 5m 

◎ 

゜
4m 

図19 建物 2 平 •断面 ( 1 100 

:u 



弟 31;~: 溝介の概‘及

2
 

3
 

’̀ 
口 ~-3) 

'~ 
0 5cm 

(:!I-I) 

写真21 上部下l~/1\ I一．陶磁器はか— 図20 上部下層出土遺物 (1/3) 

周辺の上部日附,,,Li出物として、陶磁器や L師質ヒ器がある 36は元和年間の絵し桁F焼の小

碗であり、 39は壻k-17世紀初めの上野・高取焼の鉢である また、 38の小IJilは16i仕紀代の明

のi'I磁である 37は灯明皿である

建物 3・建物 4

建物 3は調介区の中央北寄りに検出された掘立柱建物であるが、柱穴の }j向に規則性がある

ものの、柱間が150-200crnと不規則であり、掘立小屋のようなものかも知れない 柱穴の深き

はいずれも数センチと浅〈、検出面より 30cmほど Lの4砧 1fliからの掘り込み力• も知れなじ

建物4は、調介区の西端に検出された人頒大の石のだ列から礎伍建物の可能性を打えたが、

建物 3 と同様にn間が200·300·400cm と不規則であり、イ~UJJ な点が多い

(3) 石組み

石組み 1

剃査区の北寄りに検出された、コの‘祖Hに石を組み合わせた遺構である内径で長辺I50cmP.i.

辺60cm、深さ約30cmを測る 側培の ~}jには、 30-,.,_ 15cmくらいの自然石が3--t段、横11ある

3;j 



::ii 3~ 調代の概要

いは小IIに積み,-_げられている C この追構は、 ド部包含肘を切断して構築されているためか、

底およびイi柘みのない束小口部分についてはは っきりしない U ただ、 ,fj組みのII貼りやI料部の

粘 L貼りなどは必められていない

石組み＇

゜
lm 

3
.
8
 3
 

I. 明灰椙色粘質土

2. 淡椙色砂質土
3. 椙色砂質土
4. 掲灰色砂質土
5. 褐灰色粘性砂質土
6. 黄褐色砂

石組み 2

キ＼ 

゜
図21 石組み 1 、 石組み 2 乎 •断面 ( 1 /30) 
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写真22 石組み I (南束から）

.. 
-...'.. 

;, 

第 3・;-.: 調介の概要

石組み 2

ィi組み lと同釉の遺構が、西に約2Um離れた

地点にも検出されている。これは、内径で東西

辺70cm、南北辺80cm、深さ約60cmを測るが、

束辺の石は組まれた形跡はな く、東西に長辺を

もつ石組み］と同様の形態であったと思われる

そして、[al,j者に規校の多少の違いはあるものの

酔似しているといえよう 。

この種の遺構については、県内で麻山城 (i1

1)、県外では乗谷朝倉氏遺跨 （註 2)、富田

川河床遺跡（註 3) などに例がある。 う艮谷で

は数も多く また規校も大きく、溜桝などの機

能か与えられている。ただ、検出場所によ って

その性格は違うと思われ、本遺跡の場合は状況

的には不明といわざるをえない C

" ..,._-··.;_~:; 
.,. . > 、 。 ・-、-_ ... , ----, J .... . 

・ダノ ― - - . ー：C J-． ... ,:~• 一、ク、ヽ、,.. "-~"―；ー、・¥:;,. ・イ・

-<~- -、~ ... ;, 年・、 --~~- -. --・ 安i i ~·-
.. • . 名~:そげ~---- .. J •• ,., 

., ..... —_ ! r ..,,._. -.. 

写真23 6組み '.2 (北から）
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~3 屯調査の概要

(4) 石敷

調査区のはぱ中央北ぷりに検出されている 追構としてはかなり撹乱を受けているが、平面

平面的には90X390cmと90X360cmの範囲に、 ハ」 (T)'j-:形にイi力嗽かれていたと思われる 石

は、長さ20-30cmの平イiやif(方体のイiの比較的・f-な面を上にして、海抜390cm前後のレペルを

保つ、 また、束側のイi骰の 3カ所には、 fi_佐イiの火輪（笠）部が t―ド逆で使用されていた な

お、火輪,f-i 1は翌島イi(凝1火府）、その他は1Ei:t.i府であった

逍構の性格は、庭あるいは建物の人[[付近のイi敷辿路などであ ろうか。

写真2.J ィi敷（北から）

2
 

3
 写真2,> 1it'lll¥ L火佐

C_j, ロ2 ブ
-- I 3 

図22 石敷出土遺物 (1/8) 
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第 3卒調介の概要

/ ,,,.----~.-----------, ....________ I 

（ 三 ニ-ニー
＼＿ 溝 2

--...._-...._______ 
、---...1-

＼ 
-- ----------------... ----l --'.  I , -

ー

V

~"""'~~:o"' 

゜0 2m 

一
溝 3

図23 溝 2 平•断面、 溝 3 乎面 (1 /50) 

(5) 溝（瓦溜まり）

溝 2

調杏区の東寄りの、建物 lと石敷遺構

の中間に検出された 幅約 lm、長さ6、

5m、深さ約20cmの溝状の落ち込みに、瓦

が散在していた，溝の東‘旧部には、両下

端に沿って丸瓦か並び、人為的な施設と

みられるe また、溝の肩部の海抜は 4m

前後を測り、建物2より約30cm低い。と

くに建物 2との関連は捉えられていない

が、周辺建物の雨落ち溝あるいは暗渠な

どが考えられる，

出土遺物は、瓦のはかにはt師質の皿

-16-48や鍋52、小碗53t 1630-1650年代

の伊万里焼）などがある C

溝 3 写真:!6 溝？瓦出土状態 （東からl
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第 3章調企の概要

溝 lから約1、5m離れた南側に、平行する幅 2m、長さ 7m、深さ約30cmの溝状の瓦溜まり

検出された。溝の中には軒瓦を少贔含み、 f瓦と丸瓦片がぎっしり詰ま っていたが、溝 lのよ

うな施設的なものは認められていない。なお、この落ち込みは、¥面的には東にいくに従いn
然消滅する。遺構の性格は不明ながら、ゴミ拾て穴の類あるいは暗楳などが考えられる

なお、出土瓦のうち軒瓦については図38で取り扱う C

叉—
(27-1) 

(~7-2)~5) 

~-" 

~ ロニ(27-1) 

0 5cm 一

＼ (27-6) 

ーロ□D
図24 中部層上面出土遺物 (1/3• 1/4) 

6
 

2
 

/ , 
l 

I ' ' _,__ -1, ~, ' ｀．．  

10 

'l ¥ 9 

,~ 
11 

8
 

写真27 中部層上面出上掏磁器はか
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第 3~ 調介の概要

(6) 中部附 f-.面と中部）竹全体出 tの追物

l!Il40-4~ は底敷に糸切り般を残す t師質の土器である そのうち41と43は、胎 I:が招緻であ

るn 40は 11 緑の—-部に煤がみられる灯明皿であるが、そのはかは食器であろう " 44・45のIll1は

即 r焼で、外面の上半と内面に暗緑色の釉が施されている。45の見込みには 4個の胎 I:日般跡

が顕著であり、疫長前後の時期であろう，砥石は、直}j体の 4面を陀面として使用された砂府

質のものであふまた、図にない?f.貞27-7-11は、 7が44・45と同様の碗であり、 8が1650

年前後の肥前村磁l1I1、9が明の小碗、 10が17世紀前後の伊Jj41, 焼の染付碗、 11が明朝屎徳鋲の

染付小l1I1で、染付は芭焦葉文、底は碁笥底であるc

49の皿は、見込みに胎 t目を残す巖長前後の柑津焼である 0 50 . 51のllI1は明のl'I磁である

~ -6)~,; 

＼に

CQ-3) 51 
(~/) JI-

□□ JW(D 
戸 ？ 

＼ (28-9) 

I/_ 5cm 

図25 溝 2、中部層全体 出土遺物 (1/3) 

-t I 



m 3序調代の概要

5
 

2 

8ヽ
 

；、
i、. :ll"'・--::. 

， 10 

12 

写真28 中部柑出上掏砧器はか

況は1伽iり焼の徳利、;);)は索焼ぎの焼塩舷である， 56は明木の赤絵の鉢で、内面の絵柄のうち緑

色が飛散している 団の大ffi1はli"Ill焼で、内側にILJ水が染付されている。 l62U-l6-tll年代と思、

われる 58は絵/,If津の皿で、 ;'i7と同年代であろうつまた、図になし、'lj.fi28 -7・JOは、 7か17

世紀前'f':を降らない時期の1甜1iiJ焼の摺鉢、]()もはぱ同時期の、も野焼の鉢である

以上、 Ill期として取り扱った中部全附と I・.部下9竹中の近物は、少な〈とも 181附紀より新しく

はなく I叶恨紀初めから後中にかけての時期に比較的多：の'I-=.活lfriがあったことが知れる

なお、 III期の日MIil士の釦銭と鉄器については、まとめて後述するっ

-12 



第3'F. 潟代の概要

第 3節 安上桃山～江戸前期 (I・IIJtJJ)の追構・迫物

下部肘においては検出した遣構は糾介区北東部の船ィi逍構のみであるが、沿物の/1¥t: 娯は多

し、
ヽ

最下部柑の下面においては鍛冶遺構 4基、 H:穴多数を検出した，これらの沿構は、 1半出遺物

の年代から字喜多秀家による岡山城の笈城に関連した滋構と推定できる。また、最ド面の遺構

の I::.には包含層が形成されており各種の遺物が出土しているか、陶磁器以外に釦銭の出土fil:の

多さがめだっている。

r 5 
十

3
 

鍛、台遺帽A

Q 

＼ヽ ilt, 台遭l構 2

0 に
~"'•·<:- 緞冶遺慣、

I 

錆台遺構 3

．、‘
 

ャ4 '2 

遺物纂中範囲

． 錆冶遺慣
集石遭慣

I霞宴・炊．燎土の範邑．．

← ー

0 IOm 

図26 安土摂山～江戸前期 (I・II期）遺構配置 (1/400) 

43 



第 3章調代の概要

(1) 集石遺構

調在区北東部で検出した集石遺構は人

頭大の角礫が長さ 5m輻2_5mの範囲に

不規則に散在するもので、わ材の一部に

は火を受けたもの、ススの付沿したもの

等があり、石材の問には部分的に黄色の

粘質土が遺存していた。 竃等の遺構の—

部である可能竹もあるが、その構造を把

捉するには平らなかった。

ード部層から出土した遺物は L師質皿、

写真29 集ィi遺構（南西か ら）

土鍋、掏磁器、鉄器、銅銭等であり、陶磁器類は府ilt焼、伊)j里焼、 1廂前焼、瀬戸・美沿焼な

どの国産品と、明の染付行磁などからなる。

(2) 下部TM C井戸 l束包含層）出土の遺物

図27およびr/}-真30 、 31に示した査料は、井戸 1 の東側の下部層の— •部で士器溜り状をなして

出tしたものである。 t師質の皿が多く、それらは底部が糸切りによるものとユビオサエによ

って仕 tげられるものとに大別できる。そして 底部が糸切りのものは［（縁部端に稜をもつも

の (68-72)・Alと、丸く収める (66、67、73、74)・A2に分けられ、糸切りがなく丸みを

帯びた底部をもつものは、底面を〈ぽませる小形品 (59-61)・BIと、それよりも径が大きく

底面を押さえないもの (62-64)・BIIに屁分でき 、そのはかに 1点であるが、小形で器高が邸

いもの (65)がある。いずれも焼成は良好であるが、 A''!式がおもに明棺伐色を乎．し、比較的

硬く焼き上がっているのに対し、 RI咄式はやや軟質でl'I掲色を兄し、底部外面に薄い黒斑状

の黒色部がある。 •方、 BIi 刑式は B Iと同様な焼成であるが(1楳色をぷすのは lit家部付近の

みで、それ以外部分は黒色に焼き Kがっているまた、 BIiiはそれらのいずれとも異なり、や

や軟質で伐色を呈する。口縁部の完存する個体では 11唇部にススあるいはタールが付済するも

のが約'¥・数を占めており、灯明皿として用いられた個体が多いようである。

75、76およぴ年真30-1、3はIfi世紀未から元和期にかけて生廂された唐津焼の碗で 75、

1は暗緑色、 76では明総色の釉がかけられている。5は瀬戸・美涙焼の鉄釉の天H碗である

7、8は明の染付で、小碗 7には花文が描かれている。 6は明の粗製の磁器皿で、内面には施

文が見られる。福建、広束省付近の窯の製品と推定され、 16柑紀未から17世紀初頭のも のと名＝

えられる c
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第 3l;i: 調介の概要

文 ＼一

＼＼  

~ ~=====4 

＼一

~6 

~~,-• 一

＼ 二＾

, ~ ~ 
68 

0 LLlJ 
77 
(30-9) 

(30-2) 

~~.:。- I)、

一 ― ーマ---~

゜
10cm 二
図27 下部層（井戸 1東） 出土遺物 (1/3) 

77は焼塩壺の破片、 78、79は備前焼の摺鉢である．

また、この層では、以卜の遺物のはか、瓦 160-166が出 Lしている

4::i 



第 3:t;'i: 講介の概安
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4
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‘̀ 
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6
 ，

 写真30 F部層出 t駒磁器

ヽ・

写真31 下部屑//l上

七師質,~船
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第 3-t;;. 調介の概要

(3) f部屑出tの遺物

t師質皿80-86は井戸 l束包含層の賓料と同様な特徴を小すか、 B刑式のものは令く見られ

ない。 II緑部の特徴から AI (RO、RI、84、Rfil、A2 (82、83、85) に区分することができ

る。また、 87、88は備前焼の小皿で底面には糸りJりをもつ 89は I:師質の小形の椀である。

唐沖焼などの国廂陶器では凶示できるものがはとんどないか、リfi似焼の碗、瀬戸・箕i農焼1lll

の小破片が出 tしている 碗、 lIIl類では明の染付が主体を占める。 90は外面に消岸文の施され

る碗で、底面は飩頭心形をなしておりその部分にも施文をもつ 翡台内には銘款様の・&現かあ

るが、）j形の枠内に縦横に直線を充峨したものであり、 rが真33JOでも [ri]様な文様が見られ

る JOも90とはは同じ器形であり、胴部外面と見込には花文が描かれている，これらは染付碗

E群 (,,I:4) に屈している 91は碁笥底の小皿で外面には波涛文と芭蕉築文が描かれており、

染付lIIlC I群に分類される。 Y4、95は牡丹唐が：文を施す小皿で、 95では見込に玉取獅 fが描か

れている いずれも皿B1類に分類される。

92、93、5などは施文が少なく 93を除いて界線が11緑部や裔台部分に描かれているのみで

ある， 5は釉のかかりが悪く 点状に無釉部が'I=.じている 92は釉の発色が良くないのか全体

に暗緑h色を幣ぴている また、 93は粗製の碗で焼成がやや悪く赤味かか）たn糾色を呈し、

器壁断面も赤色を帯びている 8は明の白磁IIIl、96、11、12は青磁で、 96の柏花碗は数徳鋲の

製品とみられる。

97は黒織部の壺で 鉄釉を大きくかけた後にかき取って斜格 f状の文様を描いている c 厖長

から元和期に比定されるこのはかに七鍋98、須恵質のこね鉢'If真32JO、備前焼拙鉢99、8

などがあり、駄は少ないがli.片も含んでいる

以卜にホした下IM出 tの沿物は16柑紀後半から17世紀初頭にかけての年代をホしており、織

部焼か新たに加わること以外には、組成においても年代においても最下層//Ltの遺物と大きな

差は認められない。しかしながら層中に瓦片を含んでいることから、この肘中で城郭の初期の

改修がなされていると考えられ．小早川秀秋から池田忠雄にかけての造成肘、生活肘によって

形成されているとみてよいであろう C

(4) 鍛冶遺構

鍛冶遺構 1

調~I,(の中央部で検出された小ヒ，卜群と木炭• 鉄滓の広がりからなる遺構である C 遺構上

面はかなり削平を受けていると想定さrる上、東側は井戸 lの掘り方によって古く破壊され、

さらに、南側は建物の基罷_L事によって消減しているした力いて、残存するピ ト群の広が

-17 



第 3章調査の概要
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図28 下部層出土遺物 (1/ 3• 1/4) 
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第 3fl. 調介の概要

2
 

5
 

6 

JO 11 
~j 

写真32 F部屑出 I:陶器ほか

uヽ 2、I~~ .. e 

2 3 

〕 6 
4 

でか
y, ..... _, \~ ,_ 

7 8 ， 

JO 11 12 

写真33 下部層出t磁器
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第 3章調査の概要

りは L字の線状に検出され、ピット群の東南に連続して薄〈炭と鉄滓が堆栢する状況が認めら

れた ピット群の最大のものは87cm,<.44cmの楕円形を '12.し 深さ 16cmを測るが、大部分は径

50cm以下の円または楕円状の・P:面で、深さは 6cm前後を有する浅い窪地状を吊するものであ

る， ピ ト内は木炭と鉄沖が入っていたが、ヒ ト自体は強力な火hを受けて変色する tの‘変

化はみられない。ピ ット群の南西角に 1ケ所のみ柱穴と想定される深さ33cmのヒ トか検出さ

れてしヽるので、おそらくこの一群のヒ，卜は日展をもつ鍛冶」-_m(T)縁辺に属する遺構と想定さ

れる特窄されるのは炭、鉄滓の広がり面の―ド部から文鉗、慶K期に比定される備前焼梵片 149

が出 tしていることである

ご j
 

Off 

噴前害鱈

冒
丁
~信
口

写真34 鍛冶遺構 1 (南から）

-=- ~ ~ .., 
D I● 

図29 鍛冶遺構 1 平•断面 ( 1 /60) 
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第 3章渇介の概要
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写真35 鍛冶遺構 2 (南から）

鍛冶遺構 2

鍛冶改構 lの南 Smの地点で検出した

長径 1.2mの範l用に黄色 I:が広がり、その

tに鉄陪がまとまって散布していた 残h

状況は良くないが、鍛冶関係の遺構と打え

てよし、であろう。この部分では鉄器 l、 2 

が出 t.している。

鍛冶遺構 3

調介lメ．．南束部において検出したもので、

井戸 4および L,Y.:の攪乱によって• 一部が消

滅しているか、保存状態は良好である C

長さ 2.5m、幅 2mのはは長方形の範囲

｀
 

\~/ 

ヅ

鴫_,.， 

二
rー
＼

，
 

｛
 

I. 黒赤色鉄滓

2. 明黄色粘土

3. 黒赤色鉄滓

4. 黄色粘質土（鉄、宰）

5. 淡褐色粗砂

I. 隅灰色粘質土

2. 褐色砂層
3. ; 炎灰褐色粘質土（鉄滓多く含む）

4. 灰色粘質土（炭、鉄滓少量）

5. 朕層

6. 明黄福色粘質土
7. 銹滓層

8.'炎黄灰色粘質土

9. 褐色砂層
10. , 炎灰褐色土

II. 灰色粘質土（餃滓、投）

12. 鳩色粘質土（鉄滓、炭）

13. 褐色砂質土
14. 哨灰色粘質土

15. ; 炎暗褐色粘質土（炭薄層）

16. 褐色粘質土
17. 鉄、宮層

18. 暗矯色粘質土（技片）
19. 暗褐色砂質土

20. 暗褐色砂質土
21. 褐色粘質土

22. 鳩色粘質土

23. 褐色砂礫層

24. 砂層

図30 鍛冶遺構 3 平 •断面 ( 1 /60) 
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第 31it 調代の概要

に、鉄滓と炭からなる層が問層を挟みながら堆積していた。 f',さは中央部が最も1厚〈て20cmを

測り、南北に薄くなるため中央がゆるやかに盛り f-_がっている。鉄滓・ 炭の堆梢の下には11基

の小 t壌がまとまって分布しており、いずれも鉄滓• 炭が入っていたe こうした土壊のありか

写真36 鍛冶遺構 3 (西から）

写真37 鍛冶遺構 3 (南から）

写真38 鍛冶遺構 3 (東から）

52 

たは鍛冶遺構 lと同様であり 鍛冶遺構

lも本米は上部に鉄滓の堆梢があったも

のと思われる。小J-_壊のうち 1甚は径57

cm、深さ 7cmの焼t堀で、暗赤色～黙褐

色を里してよく焼けており、鍛冶炉の炉

底と考えられるまた、小士壊が深さ 8

cm程度であるのに対し、北西端の土堀の

みは、断面図にポすように深さ80cmとき

わめて深く．柱痕も品められることから、

鍛冶遺構を収める建物の柱穴と考えられ

る^

逍構の南端では鍛冶作染面と与えられ

る遺構を検出した。 K径55cmの楕円形に

固結した鉄滓粉（鍛造倒l',-J の屑が 1.--.f 

2枚あり、 F側のT(-fは若 I火を受け欠損

した石を正ように形成されていた， 背

初、石を鍛造台として作業し 石の欠捐

後その部分に鉄滓粉を廃東していったも

のと思われる

鉄滓の分析粘果から、再生鍛冶加Lぉ

よび大鍛冶かなされていたと判断できる，

出 t遺物は皿115、オオロ100、鉄器 6など

である。

:100(/9-17) 

D ,, ● 

図31 鍛冶遺構 3 出土遺物 (1/ 3) 



第 3ff. 調在の概要

写真10 鍛冶逍構 4 断血（西から）

に〗殷

茫 燒土

n炉壁（責色山土）
-・ 

•r 

• J 
1 基盤（砂）

,(} 

--

尻
1

?
I
 

9
 

,̀＂,． 

3 2m 

ーーー／
゜

lm 

鍛冶遺構 4

調在区の南中央部において検出した粘ヒ構

築による方形箱形炉遺構である C 瑣構は基盤

層を10cmばかり掘り窪めた上に、四周は t-.l・

状に黄色粘土で/'/.い堕をつくり、底部は厚さ

l.2-2.5cm程の薄い粘 tで箱形の容器状の

ものを構槃している。土 f状となる四周の粘

±墾の最大幅20cm、上端部幅 5-IOcm、深さ

10-14cmである箱形となる平面の内径は上

端部で南北60cm、 束西65cm。下端部でのそ

れは南北55cm、東西61cmである。炉庭部は南

辺部分をわずかに残し はば全面に薄い炭府

の広がりがみられる 特に中心部から北東よ

りは小枝状の木炭層が 1-2cmとやや厚い。

さらに、その序い木炭屑の周辺は苓赤色に焼

けた日彬の広がりか認められたC これら木炭

層の L面は粘 t咲上端まで掲色細砂によって

図32 鍛冶遺構 4 平 •断面 (1 /30) 埋められている そして、遺構検出面にあた
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第 3Y,t 綱査の概要

る I::.面は、西岐中央部の粘j心t上面から炉内にかけ赤色に焼けた砂't'i±面が看取される ，焼上

面の広がりは南北30cm、東西25cmで、中央部がやや凹む。その上、焼土面から炉中心部にかけ

て炭を含む黒く焼けた面が広がっている また、西壁の炉外にも薄い炭層の広がりが認められ

た 本逍構の性格については、不明な点が多いが、おそらく箱形粘 Lによ って防湿の施設をつ

くり、砂層による問層をもうけて小鍛冶炉をつく ったものと推定される。

(5)最 f/MHltの遺物

JS; 盤附 t面において検出した鍛冶迅構は遺物包含TMで撹われており、多くの遺物が出tした，

特に調介区中央では桔盤層 1:-.曲が戊い窪地になっており、その部分では包含層もfl/.< ; 直物のは

も多かった。出t遺物は t師質皿、上錘、焼塩壺、料律焼、明の染付、 1鼎1iiJ焼、 I: 鍋などから

なり、ほかに鉄器および銅銭多数が出土している。

I: 師質皿は国出,-.のものと）叫］様、底部に糸切り痕を残すものが t体を占め、それらは口緑

部に稜をもつA1 (104-108、110、112、113) とA2 (101-103、109、111、1141に［メ3分で

きる。このうち102のみは底部成形か糸切りではなく板flである。また、 106のように糸切りの

後に浅い板Hが残る例もある。116-118はそれらと焼成・ 色曲が異なり ll7、118は褐色～明

灰色を早する。116は赤褐色で fづ〈ね状の椀、 115は備前焼の碗である

119、120は焼塩壺、 121-124は上錘である。

125-132は殷長前後の時期に編年される肝津焼である。125-128は皿で、 125では淡社色の、

127では乳白色の釉がかけられている。126は[]縁部をつまみ上げており、[I緑端に鉄釉をかけ、

乳白色の釉をかける。128は見込に鉄絵の植物文を描く四方IlI1で、 LI緑端、 [I縁部内面にも鉄釉

を施してのちい色ぎみの釉をかけている 129-131は碗で、 129は外面に鉄絵をもつ 129、130

は光沢のある明灰色の釉が、 131では灰(1色の釉がかけられている.126-128には胎土fl般跡が

品められる。また、 132は大形の碗で、焼成も良好である。賠緑色の釉がかけられており．高台

には砂n積みの痕跡が品められるが、釉色からすれば胎土H期と打えられる

・,;. 真42-7-11は志野焼の皿、鉢の破片である。 また、これ以外に瀬fj. 美泊焼の小皿の小

破片も出 tしている

明の染付は碗、皿からなり、 Ill1は界線のみで装飾芦れるもの /134. 1351 と見込や外面に施

文のあるもの (133、138,がある いずれも高台は内傾気味である 染付皿E群に分類される

138では牡丹l:'f侑文が描かれている 碗140、141は梨徳鉛の製品と朽えられるもので、外面に

111水風の文様が描かれている。II縁部はわずかに端反りをホしている。染付碗E群に含まれる

ようである。 方、、I;.真43-12は、和こ16世紀の前中から中菓にかけて見られる資料であリ

最下層の遺物のなかでは占いもの一つである。136、137は小碗で、牡丹店t;,・文、 1;,.花文を描 く
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第 3~ 濁介の概要
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また、これら以外に比較的粗製の碗、皿がある。釉色が灰白色～黄白色を呈し、 断面は明黄

色を呈している。万真43-3は肯磁の輪花碗である C

144、145は内耳の土鍋で 外面は全面にススが付済 Lている。

146-150は備前焼で、 149は鍛冶遺構 lから出土したものである 150は井戸 1の底部から出

[、ニJ



第 317,: 調在の概要

写真11 最 I、:~出 I:+-. 師'l'lt器
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写真-12 最下屑出 t陶悩
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第 3t;-t 潟介の概要
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写真 13 般r・I!§出上磁器
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写真 J-1 最下肘出J-_掏器はか
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第 3章晟査の概要

土したものであるが、ここに掲載している。 149、150は、ともに文楳・殿長期に比定でぎるも

のである。拙鉢LI緑部147は口枯部外面中央に 1条の沈線をめぐらせ、内面には 1lf'-f,i:I I条の庄[I

しElを入れている。揺鉢底部148はかなり使用されており、下半の卸し目は序減している。卸し

Hは 1単位11条のものを縦方向に施した後に I'fl一位 8条のものを斜めに施している，

なお、銭貨については後述するが、 H¥L贔は多く、すぺて渡来銭である。

以j--_にホしたド層出tの遺物は備前焼、唐津焼の編年からみて慶長前後の時期と判断でき、

それよりも新いヽ遺物は＆められない。

(6) 鍛冶炉について

最―FMにおいては上記の 4基の鍛冶逍構を検出した，このうち鍛冶遺構 lと3はよく似た状

況であり、ともに鉄滓は長方形の広がりをホしているつ 5段冶遺構 3には柱穴が伴っており｀こ

れらには L屋が存在していたと朽えて良いであろう。これらの鍛冶逍構に伴って出上した鉄器

は釘 6 (鍛冶遺構 3)、鋤先 l、 2 (鍛冶j直構 2) であり、包含IM中からも釘を中心に 3、4、

5、 7 9などの遺物が出土している。これらのうちのいくつかが鍛冶の製品である可能性も

芍えられるが、たとえば鍛冶遺構 3から出上した釘 6は釘抜きで抜かれた形状をホしており、

製品というよりも原料の一部として用いられた古金と考えられ、出 t鉄器から製品を推定する

ことは困難である。

しかしながら、鍛冶の作業が大規模になされていること、出 1:遺物からこれらの遺構の年代

が文抹．疫長期と推定されること、また、その時期に岡111城下で]J鍛冶のなされた記録はなく

そうした銘をもつ作品も知られていないことなどからみて、岡山城の築城に関わる遺構と朽え

るはかになく、築城に必要な釘や L具などの製品を作っていたと朽えられる，

字立多秀家による岡Ill城の槃城は1591年（天Jfl9) に始まり、 1597年（殷長 2) に終（する C

慶長 2年の段階で二の丸も一応完成していたとすれば、それ以前に鍛冶作業は終 fしていたわ

けであり、鍛冶遺構および最YMの年代は天正19年以降、艇長 2年以前に求められる。そして、

宇喜多期の二の丸は最 Fの造成面である39・40/t'tI::. 面とがえられる一

註

(1) 岡山市教介委員会←箱山城蹄第 2次調在報告」 1969年 3月

(2)福井県立朝倉氏遺蹄資料館「特別史跡 •乗谷朝介氏遺跡発掘胴在報告II 」 191;8年はか

(3)広瀬町教行委員会「iii田川川床遺跡発掘調介概報"19119年 3月

(4)小野正畝「15-16枇紀の染付碗、皿の分類と年代」「貿易掏磁研究」第 2号 H本貿易陶磁研究会

1982年
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第 4f,'t 遺物

第 4窄追物

前i,'i:において示した遺物のはかにも包含肘中からかなりの屈の遺物が出士しており、そのほ

かに1覺乱層やトレンチからの出 t.のものも多い。以下、掏磁器査科の花T-の追加と、特殊遺物

の記載をおこなう 。

(1) 陶磁器類

万浪~45には前章で掲載した以外の陶磁器類について、その一部をホしている。また、写真46

はfl1jf,'t掲載分のうち大形破片のいくつかを示している。

7-j. 貞45のうち 1-9が明の染付、 JOが織部焼、 11が L野焼、 12が肘律焼の緑溝皿、 13が伊万

里焼の小碗である。明の染付のうち、 2、4が16世紀後半、それ以外が16世紀末から17世紀初

頭である。14は溝 3出 t:.の図25-54であり 16柑紀中築である。

今圃の調査で出士した磁器のうち It.:-: - ~·層～上部附 F部に限れば、明の染付の占める割合は大

きく、磁器の大部分が明染付である とい てもよく、 f'I磁、 青磁のllilもかなり認められる。一

方、伊万里焼の出t似は f想に反しそれはど多くない

(2)備前焼

図36、37および？れ'lc47に示した備前焼のうち、 'Jj貞47-3、5が上部層卜面、 155が上部

屑 154が上部層―卜部、 152、11が中部附から、 158は F部層に掘り込まれた土壊からの出七で

あり、 159も検出したのは F部層であるが、中部屑から掘り込まれている 11J能性が強いc そのは

かは攪乱およびトレンチからの出士である U

備前焼も江戸時代前半のものと稲未のものが多く 江戸時代中ごろの資料はきわめて少ない。

揺鉢が最も多く、それ以外に大境、徳利、小皿、壺などがある。

最下層～中部層から出土した襦鉢はすべて 152のような[)緑帯幅がやや狭く上端内面に稜をも

つものであり、 153のような口緑帯を大きく拡脹し r J紺帯下に明瞭な顎をもつタイプは含ま

れていない。古いタイプが長期間使用されているようであり、ほ鉢の耐久性、使用期間の長さ

を物語っている。 155のような卸し目が内面全体に施され、焼成が粗雑になるタイプのものは、

初現の時期は不明であるが上層上部および溝 lから多屈に出土している C

小皿類は前章でぷしているが、 16世紀末から17世紀のものは底面が糸切りで径が小さく器高

が邸い。一方、條木期のものは浅い皿状になり、内面に灯芯を招くための突帯をもつものが主
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5
 

6
 

11 

写真45 各IMtl¥-t.陶磁器〔 1J 

1. (1磁（明） 2. 1'i"li位 (nJJ)

3. 染付（明） 4. 織部焼

写真46 各肘出 t陶磁器〔 21
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写真17 各層出,~f伽iり焼
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図37 各層出土の備前焼〔 2〕(1 /6) 

屠II
休を占めるようになる ，

壺I.う］は 16ill~紀後・r-のものであり、

/1¥十上した備前焼のなかでは最も時期が

さかのはる布料である ，甕 J:jHの製作

年代は文楳・ 疫h1t/l: 推定で苔る<

(3 I 焼塩壺

写真18には各I~ 出十ーの焼塩壺を小

している 左からJr-;:F層、中部層、 J-_

lrf l:: 且面の出 tであり、出土点数が多く

ないため推定の域を出ないが、軟質で器壁か薄〈器高の低いものから焼成が良好で肉肛なも の

写真..JR 各附出 t焼塩壺

に変化するようである最 F層、中部層のものと日普l油i(1)ものとでは製作fO法がかなり異な

っており、前者では内面にナテ 調゚祭が一応なされているのに対し 後者ではほとんど木調整に

近い状態である 刻印が品められるのは上1Ml油j• 幕木期のもののみである
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図39 各層出土の瓦〔 2〕(1 / 4) 

I 4 }瓦

1-i. は最ド層をのぞく全附から出 tしたが、まとま てIP.i: したのは F部層"~戸 l東I

(1160-1661 ど溝 3 1167-1711 であり、特に溝 3は1-i,片で允満した状況であった そのは

かの賓料の出 1一一部位は、 172が 1附下部、 1,3、1,-tか下部附、 1,5、176がトレンチ、 l11が石

組み 2、1,8か井戸 1である なお、溝 l出tの資料は井戸 1の 1,8と同様である

軒丸1-(.はいすれも巴文であるが、小さな珠文が多数施され巴の尾部が相互に接する、あるい

は桜続する 1611、 161、 16,、 168と、珠文が大至〈なり巴の尾部が接しない I11、瓦打径が

l

、
6
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小さくなる 178に分けることかで芦る 一方、 F部lrf(JI: い1東 と溝 3のff.料では軒丸札に

はrlだった差は必められなし、か 卓r・f1-i:. はかなり楳な てしヽ る 下部rr;'井Ii 1束I 出 1一．のf.f

平北はいずれも瓦当面の輻か狭く、崩れた感じのH訊E文か施されているのに対し溝 3のもの

では瓦 •11 幅か広く宝珠柑り：文か施されるものか多し、 また、 ,iii者は後者に比へ.{兌成か良い

使Ill期間の長い瓦であるため、年代の推定がもずかしし・カ・、おおまかにばって 160-171、1--;3 

か16世紀木-17世紀1iij'fc, 17'!.、177カ・1711t紀後・1=-、 178か19111:紀となろうか

(5) j久 i~

鉄器は最 f/Mを中心にかなりの：，：：か/1¥,-_してしヽる 3-;j、 7、 9が般 FTM、1、2か鍛冶沿構

2、6か鋲冶追構 3、't/真 19-J()か鍛冶沿構 l、10、13か lヽ一部IM、12か溝 2、1-t、Lうか t部屑,-_

面、他がトレンチ等からの出 I:である

鍛冶沿構 2から出 tした lは鋤先の人形阪）',・で、側縁にはりI]の個体と息われる5'J..l',・カ・銹祈し

ている 2 も 1 と l,i] 様な J•/ さであり 鋤先の袋部分の破J',ーと息われる t -8、13、14の釘は

最 lヽ―1t1、 ド部IM出 I:のものが大中を占め、断1fliが方形の 4-fi、14とLl:}j形で大形の 7 ~、

1 3に分かれる， 7 、 8 は ~(I部を偏杓こひろげてそれを折り曲げており．折り !HIげの fり度は軸線

l l t}. 
]:! 

● II 

真 と閾.16
15 

写真 19 各陪HIt-_鉄席
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t6(.J9-5) ー、I17(1.9-1) ~ 
• 3an 

ー
図41 各層出土の鉄器 〔2)(1/2) 写真 50 最下肘出t 小札

に対してやや斜めになっている。 これらの釘のうち 5、 6は釘抜きによ って抜かれたもののよ

うであり、 7.8もその可能性が強い 鍛冶直構出 tの釘類については、前がで述べたよ うに

原料の一部、あるいは鍛冶施設の上栓にJtJいられ撤去の際に―,tじたもの、そのいずれかと考え

られるが、鉄滓の分析結果から前者と考えてよい。 また、 l、 2についても /Jit料として使用す

るため破損品を持ってきたものと思われる。

17、JRの 2点の鉄片は、はぼ同じ大きさで、 17で＆さ53mm、幅16mm、厚さ0.Smを測る。そ

れぞれ 2列13個の-fLが認められ、鍔の小札である，

3は器種不明で、滸曲した部分に突起を作り出している。 9は銹化力'cX'しいがノミの可能竹

写真51 各層出t銅銭

70 
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図42 各層出土の舘銭 (1/2) 

かある

JUはJJf、11は小JJである，溝 '.2/1¥ Lの12は器秤不明-.ある 木ttがかなり付済してし、る

15は伍ダI]1・2部分で出上したもので、板に打ち付けて[la[定する令具のようである

16は銅製の薄い飾り金具で 3 }jに花弁を配したような形をとり、それぞれの部分の中央に

は円-fLがある 追{I:する こつの花弁状部分の先端は浅〈曲げられている

(6)鉗銭

出土した銅銭は破片を含めて-15.点を数えるが 銭銘を判流でぎるのはそのうちの33点である

/I¥上の部位は、最下層ー 1-18、 ド部層ー19-2-1、中部lM-25、石糸ILみ 2 -26、石敷ー27、中

部l(!f上面ー28-31、上部肘ー32、 l舟闘'L面 L堀ー33~ な ており、最↑:~ が過半を占める

33が寛水通Kであるはかはすぺて渡来銭である 渡来銭はl,!l'の開元通宝から明の永楽通宝まで

を含んでおり幅力•あるか、北末銭か t体をなしており明銭の贔は少ない 多くが単独での出上

, I 
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写真52 各IM 出,~ 恨骨• 貝類

72 

であるが 最卜附出 tのもののなかには、

3枚平なて銹杓したものが 1.'.'!:、 2枚が

銹がiしたものか 2.'. 知認められる

(7) 貝類 ・限骨

溝 lおよび中部）{1から獣1"l数.'.'!ー．と !t類か

出 I:してしヽ る

貝類の:,::は多しヽカ・ニ枚貝は認められす．

すぺてをき！！で、サザエか I点含まれるは

かはアカニ／である 原形を 11:めるものは

少なく、多くかll核のみの破片とな てい

る アカニンは岡山城ごの）Lのはか、古 JI:

町茶f"''城 (pI・l ¥や泊j党rli松,,,城1oi: 2 I 

などからも出 I:しており、広く.,,,時の食）1-l

に1共せられてしヽたことがうかがわれる

"I 

'1 松本fll男氏の教小による

121 ., 勺戎 2年3)J'Jこ施の Li;.ヽt会時の所見に

よる



:n 5 (,'i' まとめにかえて

第 5l;i まとめにかえて

第 1節 各IMの年代

調介lメ：の日付を l:部 ・ 中部 ・ 下部• 最ドに lメ：分し~ 各1,1のj直構、沿物について前す代で記載し

た、 一こでそれぞれの逍構の年代について検，;-tし、岡111城この丸の変遷についてわえてみたい

最下層

まず、鍛冶遺構を検出した最下附の年代である力＼相.,.,規校の鍛冶の追構か{{在することか

らみて． この丸の完成以前であることは確実―-.ある この）Lの完成年は明らかでないが、本丸

とluJ時にー(T)丸が袂造されたと朽えられ、本丸尺守IV.Iか竣」．．した1597年 (I.菱長 2) ごろに定成

したとみてよいであろう ・Ji、IM中から出 1一．したI.If沖焼には X1E期にさかのはるものは含ま

れておらず、す冶多中家による {iI I I 城修咲• 城下整1~にかかわるものと行えられなし したか

，て、これらのi直枯や沿物はは1591年(}-_:」El9 から 1597年（茂:R2) にかけてのキ喜多秀家

による岡山城築城に関わるものと朽えられる

鍛冶沿構や柱穴、多:,::の銅銭の出 tなどから判断して｀このJ-易所が築城 L市の作業域どして

JIJいられたと名えられ、鍛冶沿構は釘や水 I".具、イiノミなどの泣具の生栢、補修の施設と推定

てきる そして、これらを覆う造成tの 1-.面、下部IMF部の39・401Ml-.rf1iが築造当初のーての丸

の祁面であると朽えられる

中層上面

叩Ml・.部からは陶磁is,と銅銭が/fltしている。陶磁器は度f<前後の時期のものが目本をなす

が 般も新しい遺物は1650年前後から寛文にかけての時期に編年されている‘が 1':f.27-8であ

る -}j_ この価から /I',Lした銅銭はいずれも渡来銭であり、 'fl水通'i[は含まれていなし 1670 

り・・ I'(t文10 には渡来銭の使Illか1改 I・禁止されているので、それ以前と打えられ、中部lrfl・ 

I は明肝 .'fl.文年間、 1650-60年代の加れ紺と推定される

なお、井Ii :? は出 t屈物および検出状況から、一の血な＼ヽ 1 ,~ 部肘ド部から掘り込まれてい

るとみ-よい

中部層下部の砂層 ，zn附I

中部JMr部にはl'jl:しヽ 砂層か{f在する 平均約10cm、最も収＼ヽ部分で-!Ocmを測る均質な砂層

で、調介区全域にひろヵ'.,ている 造成 t-_に用いられた砂既！汁どは明らかに異な，ており 洪

水によグて堆積した砂肘ど朽えられる 相当大規校な洪水の1ji跨と朽えられること、それは寛

3
 

一ヽ



・布 5序 まとめにかぇ-

文年間以前の発'kであること、そうした点に合致するのは}6;)-1年 *'必3 の洪水である こ

のJf,:.1t:3年の洪水は1如前哨fに大被Wをもたらしたもので、死打 J:j6人、流壊家射I.-lti;j棟を数

え、岡山城の本丸まて投水したと (i;えられる したか て、 '.t?~ 、 I洛1;10l-.1fiiか16彎う4年の'+.il;

1f1iど朽えられるが それはこの面から IllL した 1和 It燎ぷの 16:?0--10 年という年代ど~?合する

また. 18層」：面の祭地面は洪水1fi:後に復Illされた1(1iと行えられる

なお、このI釦応 3年の洪水がき・カ・けとな てf,r.11111の建設が，寸11¥Jjされ、 166!-l年 党文 9

にi(iL、1686年 れヤ 3I に完成し -1,.る

下部層

中部1,1、Mf~1 の年代の検、,-tから、 1-・部の:!:!-'.lH/(1はl;i9,年（距li~I から lfi:う-tif,,f,;.1、し： 3, 

までの3H年間に形成されたものとするーとかできる この間にす戌：多灼家、小りりIIf~ 秋、池III 

，，叫柑池Ill忠雄、池III光政と城 j:_か朴わ ---:-.t; り 小111-lllf~ 秋から池Ill忠雄にかけて城祁の修

築が記録されている これらの城祁の修袂にl関連してこの丸も度々改修され. j凡成,._「l"iHtか形

成されたものと息われる 特に、造成 L:.1(1のうち、 卜'j':の:z2111から28)(1までは砂礫をIllし、t..::

連の造成作笈によって形成されたもののようであり、令 UM中で最も/'/い造成である

上部層下部

t-.lMIく部におしヽてはイi敷、建物 1などの沿構を検出しイしヽる fl'-11¥i直物カ・少なし二とに加え

て、最も新しい掬磁沿の年代も 9じtU年間 17111: 紀初珀である このため、年代左椎定するーと

はむづかしし、が新ししヽj且物を令：含んでおらす 18 flt紀にまで下かるどは打えに〈し• ように

息われる なお、イi敷に使JI!されて・＼ヽ t..::3 .'.'!: の h令合イiはし、すれも本町時代のものであり、 1:i,O

年／元((t心以前に調在地の北西 }jに所(1:してしヽ t..::_;即'• かに関係するものかもしれない

上部層上面

1-. 部1,1t-.1niで検出した溝 1を中心とするj直構は、 h・リ木期のj直物を多贔にnー ：おり 文久．、｛

年の絵図にも描かれ•一しヽる 廂木以Iiりのどこまでさかのはるかは 1;11月てあるか 1吏Illされ-し，

るイiHにはtmrされたものか含まれす 18 tH: 紀のj伐物も小：＇しなから含まれてし、ることから、 18

世紀代まで Lるnf能性も朽えられる また この溝 lしよ. -:-ぷされる地;1,:11リはI,Ill: 紀後'j':に

はすでに形成されてしヽることを 3序て述へたか、消はJ8IU紀にな，てから設けられたのカ・ j,iJ 

—地点で造成のたひに溝を 1曇．につくりかえてしヽるの力,IIJ) らかでなし•

以 L・.に述， ~t..:: 各肘の年代からIIJJらかなように｀，翡在いの 1:1{1の大部分か17世紀後・1・:までに If~

成されており、 11/J賄な18fll-紀の ~1が品められないまま 19柑紀中 iきの位木の [(1j に移っている こ

れは城祁が17但紀前-r,で完成し それ以後は ,f,:.I必3年の大洪水による被，招iCI)修復なりljにすれは、

稲J{.fによる城郭 r.事に対する強し、規制もあり、人規校な;t成を「I' うような改修けな ~1.l なか

たことをボしてしヽると朽えてよし、であろう

7-1 



::ii :; 1;~ tとめにかえ

第 2節追物について

陶磁器

iii障においても迩ぺたが、陶磁器類では製作年代の古いものがかなり後まで残{{するようで

ある ·•·, 然、し、 つかは lヽ・屑から卜にかきあげられて混入していると打えて tいか、新ししヽj且

物に混し て占,l.~'! 式の沿物が残存する傾向が強く、 17柑紀後'!'.:tでJ.菱長期の肝dt焼や明の染

付などが沿存してしヽる こうした状況がこの地点の特性であるのか杵辿的な傾向であるのかが

HJ)であり、今後、他遺跡でのありかたと比較する必要かあろう

土師質皿

ヽ

．
 

゜

2̂ 

ヽ□
 

6~ •. 

昂下層

J

-

↓

T

『

r

-

―
-
．
↓

3

9

1

ヽ

3

2

1

0

器
忌

．．
 鸞

．．
 

図43には ．比較的良好なまとまりど

して捉えられる最l、―I竹、 ド部肘、 JI:I i 

2の t師質のllllについて法；，しをぷして

いる 前記のようにそれぞれ16柑紀木、

16tu: 紀末から 17廿紀前半 17世紀後I':

口径
.. ,. (7) fi: 料である これらのllllはll縁部の

形態を中心に区分した場合、底部が糸

VJリでII縁端に稜をもつAl ● ど

稜をもたないA2 ¥rJ1 底1(1iに糸切り

がな（！！縁端に稜をもたなし、 BI B 

II ▲ それ以外（△)に［メ．．分するこ

． ・9
．．．疇． ・`゜． ．． . -

下部層

,. 
ロ径

．
 

器
高

゜

°
凸
ど

0

0

 ゜
゜

0
0
 ゜

I II II 12 口 " ,. 

井戸 2

図43 土師質皿の法量

とがで玉る [・:J.143から明らかなように、

最 l淋1のものを例にどればAIはIIff 

y -IO、ll-12crnの？群に［メ：分でぎ、

A2も9-10、11、14cmに区分で芦

る そして それぞれの群を比較した

場合、まどまりの中心は少しずつ楳な

ており、特に A と B の ~IJ式でその培

は顕.x=である おそらく 製作単位こ

とに大• 中・小の規格をもって牛栢が

なされ｀それらが商品として流通した

ロ径単位an 結果、大ぎさが相hに異なる皿か混(t:

して使用されることにな., たもの：：．思

-
3
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i
 



第 5~ まとめにかえて

われる。広島県れ戸 f軒町沿蹄/1¥tの室町時代後‘にの t-.師質III1では整った寸法規格か認められ

ることが指摘されており (.;~l I 複数の呼式の混在は見られないようである 岡山城二の丸に

おける t師質皿のありかたは、中世と近柑での流通状況のI述をぷすものとも行えられ、今後の

比較検討が待たれる C

また、 16世紀未から17柑紀前't-・のものと 17柑紀後'j':のものを比較した場合、後行の森料数が

少なし、ため必ずしも芹ガ異を明確にしがたしヽが、前者では焼成がよく明糾色を 'i'.し、内面の底部

と体部の境が明瞭なものが j:_体をなすのに対し 後ft・では !'I掲色でやや軟質の焼成をホし 底

部ど休部の境が明瞭でなく 体部がやや内約するものが多いようである

19柑紀中栗の溝 1では t-.師質皿は店本的に，認められなくなる 18柑紀の状況かが明であるか、

その間に飲兵器は伊]j卑焼、瀬Ii・文i農焼に、 HnJJ皿は1廂前焼にその序をゆすリ、 II常の L器・

陶磁器組成のなかから姿を消すものと思われる

~~ 

(I J 鈴木I浪之「 t師質 L器の、I法に関する研究ノート r,-; り i「軒jJ¥: 0.'.Z09 1990年

おわりに

本報告,'}は調在1H・・1-,者 4 名が分1H して執~,\'-作成したが、執Tにあたって多くの Ji々の助カ ・

教ホを得た特に佐竹県立ル），H掬磁文化館大橋）Jtこ氏には/1¥j--_陶磁器の鑑定をお怜(iいし、氏の

粒ぷにもとづいて掏磁器の出載、年代決定をおこな -Jている また、断 II本製鉄中央研究本部

八幡技術研究部大i和E已氏には出！：鉄滓の分析をお廊いした 'Jf-真については県文化財センタ

ー政田孝氏から御i岱配を得た-そのはかl刈ILJrfi教育委員会乗岡'Ji氏、岡111理科大学人類学教

室 lltm修•—氏、佐買県教ft委H会家ll[i';●● -氏、輻I助Ii教ft委員会吉惰秀敏氏、岡山県総合文

化センダ 定兼学氏、岡山県教ff庁文化，，凩 1JIII原耕作氏、 (,i] 赤木和郎氏から多〈の教小・助 }J

を得た

以 j--_(7)Ji々に記して感謝の紅を 1~ したい U

参朽文献

巖沖政右衛門はか 1岡山城史J 岡山城史編笈委員会甜 1983年

大約1,}t 「肥前掏磁」考古学ライプラリー ニュー ・サイエンフ、社 1989年

『国内/1¥Lの肥前籾磁Jf1r: H~~ し、［九州陶磁文化飴 198.J年

中尾芳治はか「大阪城跡 III 財団法人大阪巾文化財協会 1988年
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付杖 鍛冶関連逍物の命屈学的調介

岡山城二の丸追構出 t鍛冶IYJ連追物の金属学的調杏

大澤 ,E已

概要

岡山城築城時の鍛冶1:1,jと推定される岡山城この丸j且構出 f-.の椀形状鉄il及び鍛冶作業面粘

＇：らを調査して次の事が判明した

J 鍛冶作業は、 ~•I収鉄の再'~-鍛冶で釘やカスガイらの建築名こ材の作製が j:休だったと想定さ

れる 音部に砂鉄系荒鉄の成分調整を行なう精錬鍛冶（大鍛冶）のnf能性も品められた

9、2 県庁鍛冶炉 3の鍛冶作業面粘土は、 2 -3 mm/'/みの鉄分沈沿力泣包められ、これから鍛冶作

業で派'~-する鍛造判片、湯 t・＿、鉄酸化物所、鉄棺h'fi 製錬沖、鍛治滓）ら微細酸化物か検出 t

れた この沈杓I仰の形成坪由は、今後の検，すが必吸である

1 • いきさつ

岡山城 ―．の丸逍構は、岡 lい Iii½ 山7,・2 4 6に所在する j且跡である 1591年（｝りEl9) か

ら 1597年(~長 2) にかけての梵城時に想定される最 Fl汁より鍛治追構 4JS; 及ぴ包含IMより鉄

滓か多砒に検出された、 共伴逍物より・r喜多秀家が現位笛に築城した安t桃ILJ時代の鍛冶工J-;j

と推定される 槃城時の必要鉄製品の現地調達鍛冶工b}として機能したと打えられる

この近但初頭の年代の確定でぎる鍛冶関連逍物からf失製品製作の実態を解明するためにtlJI・. 

逍物の調令を岡山Vl古代占備文化財センターより依頼されたので、科学的調介を行な た

2. 調査方法

1. 供試材

Table. Iにぷす 調紀式料は鉄滓 8点と鍛冶作閑面粘 Ll点---::--ある なお鍛冶作業面粘上は、

塊状のまま樹脂に埋込んで観察するのと 粘 L塊を砕し•て t;l-+こどし、水洗位燥後、磁選して検

鏡分析を行なう 2油りの調介法をど., t..: 

2. 調代瑣H

(I) 内眼観察

(2) 顕微鏡細織



付＆ 鋲冶関連沿物の金屈't的調:t

鉄滓は水道水でよく洗條後、軋慄して中核部をヘークライ日樹脂に坪込み、エメリー6lf摩祇

のヰl;:iO、:;;2-lO、エ320、:;;600、：：：1,0110とlilflを追/て研中し 舷後は納研伯iをタイヤモン

とlμ でH:r. げて顕微鏡観察を行な ている 鋲冶作業川i粘 I'.もに記}j法に準 Lご＼ヽる

(3) '~f本顕微鏡観察

の 3μ

鍛冶作業面粘 tは、砕いて粉木とし、水洗位娩後磁選しで）こ体顕微鏡で 8、'.?O、]Of音で撮影

提ぷ‘ヽ f.(fはスヘースの関係から30倍のみにした籟i少して掲載した

(41 ヒ I ガ—叫扉i硬度

i失ill女ひ•‘鍛造依I])',· の鉱物糸IL成,,,]定を II的とし一 カース断[(ri硼I文 ¥'ickers Hardne~~ 

Test)の測定をffな＇た 試験は、鏡1f1i琢)'fした。式料に1:16のfl'ifりをも）たクイヤモンドを押 L

込み、その時に生じた行こみの面柏をも

(5) 化'/:組成

て、その荷1Ttを除した商を硬度11ftとしている

鉄tヤ及び鍛造象ljl',・（炉 1-i(粘 1~ よりの採似¥i', の分析は次の）j法をと てl るヽ

屯クロム酸使用の 11l"屈法

赤外吸収法

原 r吸光法

化マグネンウム

(Cul 

中f1Ii尚定法

(I) j失il

Table. I 

Oh~II 

炭4~

fl 

;; 
,r, ii 7~ 

L — ••. t 

や'"'----r - -
1-¥ 

..... 
J・,.,怜 n

Ill 

一

CJ 

こ酸化吐ふ SiO! 

全鉄分 Total

;¥lgO 

h酸化燐

OKSH I 

酸化第 l鉄 'FeO、

硫黄 (S,

こ酸化チタン 1TiO、I

p ,(), 

3. 調査結果と考察

1. 県庁南 lメ••最,,―I釦I¥上鉄滓

Fe> 

供試材の履歴と調査項目

~ 

Iや,II:駁 I'Pl
I Ill I> 

．禎；~. Ht 
、..Ill "" 

,.,. 貨 a.,,,'

, "" 
ll't II 
I U} JS 

酸化アルミニウム lAl,O,. 酸化カルシウム CaO
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酸
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f・l枯鋲冶関連in物の金低学的調介

① 肉眼観寮

375gを有する大呼椀形鍛ifii宰 N. 皮は貨褐色と赤黒色をり！し. Illしは相t~で木炭痕を残す 表

面は椀形状の突起をもち、木炭股がみられる 破面は黒色で気泡をイiするか緻密t'1である 磁

性をイiし 比中は大きい

② 顕微鏡組織

Photo. 1の<r,Gりに,J;す，鉱物組成は人—:,::(7) t'i色粒状のウスタイト WUstite : FeO と、淡灰

色u杜状のファイヤライト Fayalite : 2 FeO・SiOぃ それに Jf;地の暗黒色ガラス質スラグか

ら構成される，鍛錬鍛冶i草の晶癖である

③ ピ カース断Ifli硬I斐

Photo. 1のRに硬I笈圧痕をぷす、硬度値は483Hv、488Hvである，ヴスタイト !¥¥'i.istite: FeO 

の文献硬度値（注 1)は、 450-500Ilvであるので硬度f1{(は妥当な値と朽える

q 化学組成

Table. 2にぷす 令鉄分 !Total Fe, は57.5°0と多〈、そのうち、酸化第 1H, FeUJは47

2'!.-o、酸化第 2鉄 1Fe,UJは2!:I.8°0 (7)','il]合である．糀伴微贔Jじぷらはすべて少ない こ酸化チ

タン 1TiO,Jは0.33%、パナジウム (Vl0.011%は低目であるか砂鉄系である また、酸化マ

ノガン，~1no, 0.10°0、酸化クロム Cr,O., 0.02°0、硫黄 IS10.0379-o、 h酸化燐 P20,) 

o_--190<:!a、銅<Cu直 004°0であった鉄分か多く、ガラス質成分の造滓成分(Si02+Al.O』-CaO+

l¥lgO+ K,O+ l',;a .01 が22.99°-6と低nである 鍛錬鍛冶i'tに分類される，

~. 県庁鍛冶炉 3/1: t品

(1) 鉄滓. OKSH 3、OKSH 6 、 Oll~ H ~

Q 肉眼観察

OKSH 3 偏平椀形鍛冶滓、表皮は赤焦色を星してネllf各肌に木炭を付布する 哀面は・表皮と

laJ色で、高温により変色した行灰色炉材粘土を付着する また、木炭痕も残す 破面は多fL質

のコークス状で磁性はない。比亘大， 185gを測る。

OKSH 6 灰掲色表皮に覆われた-=.角形塊状鉄滓 k皮判落個所には鉄錆を発する裏面は

反応痕と木炭痕を残す 蔽面は黒色緻密竹，

OKSH 8 偏平・1り形状椀形滓ぐ 1.. 皮は赤黒色で飴状と mi各面の二面肌をもつ衷面は赤黒

色で反応痕と木炭痕をイiする 破面はなi.泡があるが緻密質である

② 顕微鏡組織

Photo. I の④、 Photo.~ の③⑤に ,J~す OKSH 3、 6は凝集したウスタイト ¥Yi.istite 

FeO、Oh.SH-8はウスタイトがやや疎らに晶出する，し、ずれも鍛錬鍛冶滓の晶癖をぶしてい

,9 



付枯鋲冶関連J且物の金屈学的戯査

る

③ 化学糸ll成

Table. 2に小す 全鉄分<Total Felが5-1.1 -fi I. -1°0、ガラス質成分の造滓成分 SiO,--i--AI,

0け Cao+:ヽlgO-K,O+Xa,O は、 13.53-27. 98<!&、 -_酸化チタ TiO, 11.1,-0.61°0 

で、他の槌fl-微は元浜も、前述し t.:OKSH 1釦 fに準するものである鍛錬鍛jf,i'f.に分類され

る

(2, 鍛冶作業血粘 1-. OKSH 2 

〇 肉眼観寮

黄総色粘 I一．である 3 -5 mmの鉄分沈栢肘か認められlo1 如微鏡i式科は、鉄分沈柏層をその

まま埋込んたものと あと ・つは、粉砕後水洗位煉して磁選したものを準備した 後者につい

て化学組成 tで調介した

rz 顕微鏡組織

Photo. 3は鉄分沈柘1(1をそのまま埋込んだ口式料の鉱物組成である j -(3は鍛造争I]片でこの

組織が大部分である 鍛造糸I]片とは、赤熱鉄.,{,;材を鉄/,is:イi(かなとこいし）の 1-.で鍛打を/JIIえ

る時に鉄如(1iの酸化被校が依I]洛するものを指す 鍛造*1Jgは O.l-0.5mm.f't'度の「i/みを打し そ

の鉱物組成はヴスタイト ¥¥'iistite : FeO で凝虻状態で品出している

この鍛造依lj/',・か鍛冶炉内に飛び込み．溶融すると表伯i'rt<}Jの関係から球状化する これか湯

lミである，Photo.3のりにホす，球状化した湯 1;ーの組成は、鍛造争1]1',・の組成と j,ijしでウスタイ

I・(1)凝某物である

他に鉄滓の肘⑤、のがあり｀金屈鉄の酸化物h't()もある 前者の鉱物組成は、やはリウスタ

イトであり、後者はゲーサイト Guethite : a FeO・OH である

吏に⑧は砂鉄製錬滓の所が粉れ込み、鉱物糾成にウルボスヒネル l『h・ospinel: ~FeO·TiO 

を晶出した組織か認められた このh'rは製錬炉でj塁元された小鉄塊らの荒鉄に付れしていたど

朽えられる そうすると、作業内容として 荒鉄の成分調？名である枯錬鍛冶か行なわれた t~に

なる

Photo. 4は、鍛冶作沈1(1i(1) 粘tを•度粉砕した後、水洗し乾燥後磁演したものである 鉱物

組成の構成は、 Photo.3と詞様であるが⑥は湯 Eの径の大きいもの、 8)は天然鉱物としてfr{t:

する砂鉄粒 r-の紛れ込みを提ホした

これら微細鉄酸化物ははーが多く 大嬬の鍛i台作業がなされたと推定される 鉄/,i,:ィi周辺で堆

柘したと朽えられ・るがその形成についてはイ~tlJJ 瞭である

＠ ピ、カーース断面硬I変

鍛造判片か酸化破膜て、鉱物組成はヴスタイト (¥¥"iistite:FeO, の凝~1本 t 述べて苓た そ
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付＆ 鍛冶関連遺物の金属学的講査

の検証として硬度測定を行なった V Photo. 4の⑨に圧痕

写真をホす。 硬度値は459Hvである。先に述べたOKSH

1鉄滓のウスタイト粒の硬度値が483Hvであ った。ま

た、ヴスタイトの文献硬度値が450-500Hvであり、鍛造

判片の組成が、これらの範囲内に収まる訳である。

④ 化学組成

Table. 2に示す鉄滓成分とはとんど変わらず、鉄酸化

物が混在するので酸化第 2鉄 Fe2031が、やや高H傾向

を出し、ガラス質成分が少ない特徴を有する。

全鉄分 (Total Fe)は62.1%で、このうち、酸化第1

鉄しFeO;が39.8%、酸化第 2鉄 <Fe203)が44.5%の割

合である。ガラス質の造滓成分 (SiO叶 Al20け CaO+

MgO+ K20+ Na20)は11.66%と少ない。二酸化チタ ン

(Ti02)は0.50%、バナ ジウム (V)0.017%は低目で、

同じく随伴微贔元素は少なく、酸化マンガン tMnOl0. 

12%、酸化クロム (Cr203)0.03%、硫黄 (S)0.00690、

五酸化燐 (P20s)0.342%、銅 (Cu)0.003%であ った、

県庁鍛冶炉 3出土鉄滓のOKSH 6と

物のOKSH 2の成分系は、近似するものである

3. 県庁鍛冶炉 1出ヒ鉄滓

(1) 鉄滓

①
 

OKSH 4A、OKSH 4B、OKSH 7 

肉眼観察

この微細酸化

3個体共に110g以下の小型椀形鍛冶滓である

OKSH -1A: 表皮は赤黒色を呈 し、肌は木炭痕を残す

が荒れは少ない。鍛造剥片を付済する。裏面は表皮と同

色で反応痕を有するが偏平である。裏面側にも鍛造剥片

を付着する。蔽面は気泡をもつが緻密である。比祖大。

OKSH 4B: A裏共に赤黒色を足し、木炭痕を有す

ふ上面は平坦でなめらか肌である。良面反応痕ををも

つ。破面は黒色で多孔質こしかし比重は大きい。
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付載 鍛冶関連遺物の金属学的潤査

OKSH-7 表皮は赤伐色で、肌は木炭痕をつけ粗fl,気味。裏面は中央か突起し、反応痕と木

炭痕を有する。破面は黒褐色で気泡散在。緻密質，

② 顕微鏡組織

Photo. 1の⑤、⑥、 Photo.2の①、 Dに示す。

鉱物組成は、いずれも白色粒状で大きく成長したウスタイト t¥¥'iistite:FeOlと淡灰色!-cH

状ファイヤライト (Fayalite:2FeO・Si02)、少届の暗黒色ガラス質スラグから構成される ，鍛

錬鍛冶滓の品癖である，

③ ピッカース断面硬度

OKSH 4A. を代＆させて硬度測定を行なった Photo.1の⑦に「E痕‘が真を示す。硬度値は、

409Hv、421Hvを示す。ヴスタイトの文献硬度値は、 450-500Hvであり、若 r一低目傾向を','.し

たがウスタイトと同定できる。

④ 化学組成

Table. 2に示す，鉄分多くガラス質成分少ない。県庁鍛冶炉 3出上鉄滓と組成的に大梵ない。

また、二者の成分変動は少なく安定した1直となっている。顕微鏡組織でヴスタイト (Wtistite

FeO)が多鑓に品出されていた様に分析値においても、酸化第 1鉄 (FeO)が53.5-63.6%と多

し、

゜

4. 県庁鍛冶炉 4付近出土鉄滓

(1) 鉄滓 OKSH 5 

① 肉眼観察

表皮は黄伐色を足し、木炭の噛み込みがある塊状鉄滓である。衰面は反応痕を残す。椀形沖

の一種であろうが、形状は歪（いびつ）である。

② 顕微鏡組織

Phote. 2の②に示す 鉱物組成は白色粒状ヴスタイト Wtistite : FeO と淡灰盤状結品の7

ァイヤライト (Fayalite:2Fe0・Si02)少伍の暗黒色ガラス質スラグである 鍛錬鍛冶滓の品

癖である。

③ 化学組成

Table. 2に示す組成的には前述した各遺構出上鉄滓と差異はなく、鉄分多くガラス質成分の

少ない鉄滓である。ただ、その中で特徴的なのは、酸化カルンウム CaO, が4.79%と突出し

て高く、 二酸化チタン (Ti02lが0.U7%、パナジウム (VJ0.002%と低減傾向にあるホであ

るし
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付載鍛冶関連直物の金属学的調在

4. まとめ

岡山城二の丸逍構は、安t桃[IJ時代の 1591年(}~正191 から 1597年（疫長 2) と年代が確定

で苓る数少ない鍛冶T.JAである V 伎城に必要な建築資材（釘、カスガイ等）の調達をiltったの

であろう

鍛冶作業は、直接荒鉄を精錬するケースは少なく 主として回収鉄らの再生鍛冶加 Cだった

と想定される。その理由としては、鉄滓の化学組成はガラス質成分 /Si02+AI203+CaO+

AlgO+ K,O+ Na20 が少なく かつ、二酸化チタン (Ti02) をはじめとする随伴微鎚元素が

低Hで、鉄分が多いからである

一方、鍛冶炉傍の作業床面には、鍛造剥片らの微細酸化物の堆積層が検出された（この堆積

肘はl灸］眼観察で 2-3 mmの鉄分沈楕が認められ、これを検鏡すると多くの鍛造剥片や湯玉、鉄

滓附 I鍛冶滓はヴスタイト、整錬滓はウルボスヒネル： Ulvospinel : 2Fe0・Ti02'. らが検出さ

れた，鍛打作業中の派生物であるがどの様な理由からこのような堆柏層が形成されたのかさだ

かでない V

この堆積層の中には砂鉄製錬滓の層が混在するので、鍛冶作業は鍛錬鍛冶だけでなく鉄素材

の成分調整を伴う精錬鍛冶もなされた可能性がある

なお、 OKSH 1鉄滓は、 375gの大ぶりな椀形鍛冶滓であり、枯錬鍛冶滓にも分類される形状

である しかし鉱物組成は大きく成長したヴスタイト (Wi.istite: FeOlが多贔に品出し、化

学組成は鉄分多〈 ガラス質成分やて酸化チタン (Ti02)をはじめとする陪伴微観元素らが低

Hであり、スクラップ的鉄素材の再生鍛冶なので、鍛錬鍛冶滓に分類した

注

(1) 日「1]1...業新聞社『焼結鉱組織：サ貞および識別法』 1968

追記

現在、大阪城出士鉄滓として豊123期 11594,、豊臣 2期 1598年 豊臣 l期 1615)および紅戸時

代後期～経末期の椀形鍛冶滓を調査している （財）大阪文化センタ 発掘調杏にもとずく試料である。

築城時の鍛冶作業の実態を検討する上で、今回の岡山城二の丸遺構と大阪城出十．鉄滓を調ぺれば、か

なりの平が判明すると考えられる C

83 



(ll OKSH-I 

岡山城二の丸没構

1県庁南区最 F層出t

鍛錬鍛冶滓

岡山城 二の 丸沿構

（肌rr鍛冶炉 3IP. t-.l 

鍛錬鍛冶滓

xXO 

外観'lj'.貞約％

f3) OKSH-4A 

岡山城二の丸遺構

（県庁鍛ifi炉 lL出 t-.)

Photo. I 鉄滓の顕微鏡組緑と硬度圧痕
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4J OKSH-48 

岡111城 ;(7)丸j且構

（県Ir針lifi炉 IL/1¥U

鍛錬鋲冶滓

・80 

外観り:u約％

51 OKSH-5 

岡山城；の丸遺構

（県庁鍛冶炉 4付近tHt-J 

鍛錬鍛冶滓

< 80 

外観'1/貞約％

16) OKSH-6 

岡,,,城二の丸j直構

＼県庁鍛冶炉 3出土）

鍛錬鍛冶滓

><80 

外観1j'.真約％

(7) OKSH-7 

岡山城この丸j印構

（県庁鍛i砂 lK出 u
鍛錬鍛i紺宰

'<-XO 

外観'ij'.貞約％

!8) OKSH-8 

岡山城二の丸遺構

！県庁鋲iも炉 3P3出t

鍛錬鍛冶滓

Y80 

外観'lf真約％

Photo. 2 鉄滓の顕微鏡組織

t{;:i 



9! OKSH-2 ① 鍛造条IJ片 2鍛造条IJ片

岡山城この丸遺構

県庁鋲市が3BがI:部

返
3鍛造剥片 4湯王鍛造条lj片

鉛冶作業曲粘 t

（鍛造和]);、 i易t、鉄酸 5鍛造剥片、鉄滓屑 ⑥ 鉄滓屑

I化物、製錬訊
Wustite xao 

表側 T鉄酸化物 8 製錬滓用

Goeth:te x 80 Ulvospinel x 80 

Photo. 3 鍛冶作業面混入物（鍛造刹片他）の顕微鏡組緑
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(10) OKSH-2 

即 11城この丸逍構

（県庁鍛治炉3B炉L部）

鍛冶作業面粘t粉末磁選

鍛造招l片.i易-f..他

Photo. 4 鍛冶作業面粘土混入物（鍛造条Il片他）の顕微鏡組織
（． 実体顆微鏡 X24 ?. _:J 1_鍛造剥片 .H湯玉 ]中央荒鉄付着砂鉄製練滓屑 (Ulvospinel)
8砂鉄粒子 以上xso ~ ピッカーズ断面硬度圧痕459Hv荷重 IQQgX 16。 ) 
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